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DUO リーグの 30 年を語ろう！ 

ユースサッカーリーグの成果と課題と副産物 
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名 称 ：NPO サロン 2002 公開シンポジウム 2026-② 

DUO リーグの 30 年を語ろう！－ユースサッカーリーグの成果と課題と副産物 

主 催 ：特定非営利活動法人サロン 2002 

共 催 ：DUO リーグ 

後 援 ：（一社）子ども未来・スポーツ社会文化研究所（FCSSC）、日本部活動学会 

日 時 ：2026（令和 8）年 10 月 10 日（土） 14：00～17：00（13：30 受付開始） 

会 場 ：郁文館高等学校 220 番教室 https://www.ikubunkan.ed.jp/access/#map 

      注）オンラインでも参加できます（参加申込された方に Zoom の URL をお送りします） 

登壇者 ：岸 卓巨（(一社)A-GOAL 代表／日本アンチ・ドーピング機構職員／都立小石川高校 OB） 

瀬田 元吾（水戸ﾎｰﾘｰﾎｯｸ取締役 執行役員、事業統括本部長、GM 補佐／学習院高等科 OB) 

中澤 篤史（早稲田大学教授／東京大学ア式蹴球部 OB） 

中塚 義実（特定非営利活動法人サロン 2002 理事長／DUO リーグ初代チェアマン） 

参加費 ：1,000 円（サロン 2002 ファミリーと学生は無料） 

参加申込：Peatix よりお申し込みください 

報告書作成：中塚義実 

注）写真・スライドは、各発表については発表者が、その他は NPO サロン 2002 が提供 
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公開シンポジウム 2026-②参加者 計 34 名（敬称略） 

注）名前の前の記号は、◎NPOサロン2002会員、○会員外のｻﾛﾝﾌｧﾐﾘｰ、無印はｻﾛﾝﾌｧﾐﾘｰ外 

 

【会場での対面参加】（23名） 

○安藤裕一（(株)GMSSヒューマンラボ）、○磯和明、井上豪（郁文館高等学校）、岩野英明（本郷高

校）、○大河原誠二（筑波大附高サッカー部OB、桐窓サッカー倶楽部、サッカークラブ桐一族）、 

太田克利（筑波大学大学院教育学修士1年）、大野達也（目白ジュニアサッカークラブ監督／筑波大附

高サッカー部OB）、小澤亮二（三重県サッカー協会技術委員会・47FAチューター）、香取勇希、 

○岸卓巨（A-GOAL）、◎熊谷建志（NPOサロン2002理事）、○新谷十穏子（郁文館高校2年）、 

○鈴木崇正（編集者・記者）、瀬田元吾（株式会社フットボールクラブ水戸ホーリーホック）、 

玉生謙介（学習院高等科、全国高体連サッカー専門部）、永井直樹（昭和第一高校）、中澤篤史（早

稲田大学）、◎中塚義実（NPOサロン2002理事長／DUOリーグ初代チェアマン）、○野田直広（富士

電機・早稲田大学）、早川幸治（豊島学院高校）、望月昇（以前に複数年代にサッカー指導経験あ

り）、○吉村将（中央大学4年）、ほか1名 

注）このほか第1部のみ、郁文館高校サッカー部員12名が参加 

 

【オンライン参加】（11名） 

小野朔矢（筑波大学附属高校蹴球部OB・コーチ／早稲田大学政治経済学部1年）、加藤寛（株式会社ス

ポーツシューレこうべ）、◎小池 靖（株式会社バイタル）、◎笹原勉（日揮台湾支店）、田上規（中

央区立豊海小学校副校長、筑波大附高サッカー部OB）、○高平豊明（サッカー文化フォーラム）、○

田中俊也（三日市整形外科）、◎土谷享（サロン2002理事、美術家ユニットKOSUGE1-16）、○遠山諒

（筑波大附高サッカー部OB）、◎本多克己（NPOサロン2002副理事長）、水上博司（日本大学） 

 

 

登壇者プロフィール 

【演 者】 

◆岸 卓巨（(一社)A-GOAL代表／日本アンチ・ドーピング機構職員／都立小石川高校OB） 

1985年東京都生まれ。東京都立小石川高等学校入学の2001年より、サッカー部の選手兼マネージャ

ーとしてDUOリーグに関わる。高校時代は優秀審判賞を3度受賞。中央大学在学中はDUOリーグとサロ

ン2002の事務局を務める。大学卒業後、㈱公文教育研究会で北海道釧路市に赴任。その後、JICA海外

協力隊の研修期間中に起きた2011年3月の東日本大震災ではボランティア活動に従事。同年6月より

2013年6月まで青年海外協力隊員としてケニアに赴任。帰国後、日本政府が主導するスポーツを通した

国際協力事業「Sport for Tomorrow」プロジェクトの立ち上げに従事。2018年からJADA職員としてアン

チ・ドーピング対応業務に携わる。 

2020年のコロナ禍において、ケニアの友人からの一報を受け、スポーツで地域を救うことを発案。

仲間とともにA-GOALプロジェクトを創設。いまではキベラ地区の青少年サッカーリーグや食事の提

供、企業連携、スタディーツアーなど、幅広い活動に取り組む。2025年8月に在日アフリカ人ネットワ

ーク（ADNJ）アワード受賞、2026年2月にスポーツ庁長官感謝状受賞。 

 

◆瀬田元吾（水戸ホーリーホック取締役執行役員／学習院高等科OB) 

1981年東京都出まれ。学習院中等科を経て高等科に入学した1996年度の後期から加盟したDUOリー
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グに1年次から出場。また地区選抜選手としても活躍した。筑波大学蹴球部ではAチームでも活躍。 

2003年3月の大学卒業後も現役選手を続け、2005年に渡独。フォルトゥナ・デュッセルドルフのサテ

ライトでプレー。2008年から同クラブのフロント入りし、日本デスクを設立。ドイツ3部リーグからブ

ンデスリーガ1部までをフロントスタッフとして経験した。 

2014年には、サッカーを中心としたスポーツ活動を通じて「日独の架け橋」となることを目標とし

て、ドイツにSETAGS社を設立。デュッセルドルフ国際ユース大会などで日本向けの窓口を担当。また

日本では2016年に中央大学の客員企業研究員となり、スポーツビジネスを学ぶ学生のための授業設計

にも関わり、2020年にはフォルトゥナ・デュッセルドルフと中央大学のカレッジパートナシップ締結

を実現させた。さらに2025年9月には同大学の客員講師に就任し、2027年度から新設されるスポーツ情

報学部の客員教授就任も内定している。 

他方、2020年8月に15年半過ごしたドイツから本帰国し、V・ファーレン長崎の執行役員として1年間

活動し、2021年12月から水戸ホーリーホックへ参画し、事業戦略執行役員としてクラブの新しい価値

作りに取り組み、2025年にはJ2優勝、J1昇格にフロントとして貢献した。2026年からは取締役執行役員

／事業統括本部長／GM補佐として、更なる挑戦を続けている。 

 

◆中澤篤史（早稲田大学教授／東京大学ア式蹴球部OB） 

1979年大阪生まれ。東大寺学園高校卒、東京大学理科Ⅰ類入学、東京大学教育学部卒、東京大学大学

院教育学研究科修了。教育学博士。 

一橋大学大学院社会学研究科講師・准教授を経て、2016年より早稲田大学スポーツ科学学術院准教授、

2022年から同教授。スポーツ・身体・人間に関連する社会現象を、社会学を中心とした社会科学的アプ

ローチから探究し、とくに運動部活動のあり方や問題などを研究している。主著は『運動部活動の戦後

と現在：なぜスポーツは学校教育に結び付けられるのか』（青弓社、2014）、『そろそろ、部活のこれから

を話しませんか：未来のための部活講義』（大月書店、2017）、『「ハッピーな部活」のつくり方』（内田良

との共著、岩波ジュニア新書、2019）など。趣味はコーヒーと囲碁。 

東京大学ア式蹴球部がDUOリーグに加盟していた2001年度に選手として出場。この頃から部活動のあ

り方について問題意識を持つ。 

2016年度より全国高等学校体育連盟研究部活性化委員会アドバイザー（現在に至る）。 

 

 

【コーディネーター兼】 

◆中塚 義実（特定非営利活動法人サロン 2002理事長／DUOリーグ初代チェアマン） 

1961 年生まれ。大阪府立三島高校、筑波大学体育専門学群・同大学院を経て 1987 年より筑波大学附

属高校保健体育科教諭・蹴球部顧問。2024 年度末まで 38 年間、異動することなく勤務。1995 年度より

東京都サッカー協会フットサル委員（ユース部会長）。1996 年度に東京都内でユースサッカー「DUO リ

ーグ」を創設。1997 年度よりサロン 2002 の活動開始。2014 年度に NPO 法人化。 

2024 年度末の退職後は、週 2 日の大学非常勤講師とともに、ユース年代のフットサルやオリンピック

教育、日本部活動学会、サッカーの歴史社会学的研究や執筆に取り組むが、メインは NPO サロン 2002

の諸活動。シニアサッカー現役選手として、いまも東京都シニアリーグでプレーを楽しむ。 
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オープニング 

井上：皆さんこんにちは。本日は特定非営利活動法人主催の公開シンポジウム「DUOリーグの30年を語

ろう！－ユースサッカーリーグの成果と課題と副産物」にご参加いただきましてありがとうございま

す。司会を務めさせていただきます、郁文館高校サッカー顧問の井上と申します。 

シンポジウムの開会にあたり、主催団体を代表し、副理事長の本多克己様より開会挨拶を頂戴した

いと思います。 

本多様は本日、オンラインで神戸から参加していただいております。DUOリーグのホームページ立ち

上げ等にご尽力いただいた方でございます。それでは本多様、よろしくお願いいたします。  

 

本多：ご紹介いただきました。特定非営利活動法人サロン2002副理事長の本多です。本日はサロン

2002公開シンポジウムにご参加いただき、誠にありがとうございます。 

今回はDUOリーグ30周年を記念してのシンポジウムです。リーグを立ち上げ、支えてこられた皆さ

ん、本当にお疲れ様でした。そして30周年おめでとうございます。 

私自身もリーグの公式ホームページの管理運営に関わってきました。30年前は、メールでやり取り

をしたり、ホームページがあるということだけでも先進的な時代だったわけですが、いまではSNSに進

歩して、コミュニケーションの手法も全く変わってきた感があります。 

本日のシンポジウムでは、リーグの歩みを振り返ることに加えて、どんな目的、どんな思いを持っ

てこのリーグが設立されたのか、なぜこのリーグが必要なのか、さらにはリーグとは何なのか、そう

いった、時代が変わっても変わらない不易なお話をお伺いできるのではないかと大変楽しみにしてお

ります。 

以上、簡単ではございますが、主催者の挨拶とさせていただきます。。 

 

井上：本多様、ありがとうございました。 

それでは本日の流れでございま

す。全体は第1部と第2部に分かれ

ております。 

第1部は講演ということで、NPO

サロン2002の理事長でもあります

中塚義実様より、DUOリーグのはじ

まりとあゆみと題して講演をいた

します。1時間ほどを予定しており

ます。 

続いて第2部は、座談会と書いて

ありますが、1時間半から2時間ほ

ど、元DUOリーガーの演者にお話し

いただきます。ご登壇いただきま

すのは、早稲田大学教授で東京大

学ア式蹴球部OBの中澤篤史様、水

戸ホーリーホック取締役執行役員で事業統括本部長・GM補佐、学振高等科OBの瀬田元吾様、そしてA-

GOAL代表で日本アンチ・ドーピング機構職員、都立小石川高校OBの岸卓巨様でございます。 

それでは第1部を開始したいと思います。 

初代DUOリーグチェアマン、主催団体のNPOサロン2002理事長の中塚様より講演をいただきます。 

■開会挨拶：NPOサロン2002副理事長 本多克己 

■シンポジウム 

第1部 講演「DUOリーグのはじまりとあゆみ」中塚義実（約1時間） 

１．問題意識－自身のあゆみから 

２．DUOリーグのあゆみ 

１）“遊び心”に満ちたリーグ創設期（1996～） 

  ２）“公認化”へ向けて（2000～） 

３）“遊び心”を取り戻すために 

３．いま思うこと 

第2部 座談会「DUOリーグの成果と課題と副産物」（約2時間） 

１．中澤 篤史（早稲田大学教授／東京大学ア式蹴球部OB） 

２．瀬田 元吾（水戸ﾎｰﾘｰﾎｯｸ取締役 執行役員／学習院高等科OB) 

３．岸 卓巨（(一社)A-GOAL代表／都立小石川高校OB）  

■閉会挨拶：DUOリーグチェアマン 永井直樹 
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第 1 部．講演 中塚義実「DUO リーグのはじまりとあゆみ」 

◆はじめに 

改めまして、皆さんこんにちは。今日はお集まりいただき誠にありがとうございます。筑波大学附

属高校の教員を去年の3月末まで38年間、異動することなく勤めてきました、NPO法人サロン2002理事

長の中塚です。 

DUOリーグの30年という節目にあたり、この場を設けることができ、大変嬉しく思っております。 

いまは高校の教員ではありませんしDUOリーグから離れてだいぶ経つので、いまは「30周年おめでと

うございます」と、横から言わせていただく立場になります。 

ただ、離れてはいてもDUOリーグのことは気になるし、DUOリーグだけでなく、日本のユース年代

のサッカー、スポーツがどこへ向かおうとしているのかに関しては、依然として高い当事者意識を持

っています。見守るだけでなく、関わり続けたいと思っています。今日のシンポジウムも、口うるさ

いおっさんが昔話をごちゃごちゃ言っているということでいいんですが、少しでも自分たちにつなげ

られるものがあれば、汲み取っていただきたいなと思います。 

持ち時間は1時間です。皆さんからのコメントも随時いただきたいところですが、かなりのボリュー

ムになってしまったので、さっさと中身に入っていきます。 

似たようなことを20年前にやっ

ています。DUOリーグ10周年シン

ポジウムです。郁文館からすぐ近

くの駒込高校視聴覚室で開きまし

た。登壇者はなかなか豪華でした

（右写真）。20年前の私の隣にい

るのが、当時、 Jリーグの各クラ

ブの育成組織をしっかりやってい

こうということでできたプロジェ

クト、Jリーグアカデミーのリー

ダーをされていた山下則之さん。

サロン2002会員でもあります。J

リーグアカデミーにも、DUOリー

グは影響を与えています。 

そしてDUOリーグの名付け親で

ある上野二三一さん。小石川高校の顧問か

ら、当時は日比谷高校に移っておられたと思

います。全国高体連サッカー専門部長をされ

ていました。今日は会場に現部長も来られて

います。 

上野さんのお隣には三菱養和コーチの漆間

信吾さん。DUOリーグは学校とクラブユース

の垣根を越えてやるんだということです。私

と同い年の漆間さんは、先日三菱養和を定年

退職し、いまは東京都サッカー協会副会長を

されています。こういう人たちで、会場の人

も巻き込んで10周年を振り返り、次への道し
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るべにしていこうという会でした。 

内容をまとめた冊子を改めて読んでみました。このころから、スライドにあることを言っていまし

た。「どこかおかしい学校運動部」です。こういうことが原点になっています。 

「最後の大会が終わると引退？」。会場には郁文館高校のサッカー部員がいますが、君たち、最後

の大会が終わって「引退」なんて言ってないよね。アマチュアに引退はありませんよ。私も65歳にな

るけど、今年からシニアサッカーのチームに入ってプレーしています。なぜ「引退」という言葉にな

るのかというと「年度単位」で「競技指向」の「チーム」しかないからです。おかしいですね。 

「テスト前に部活動禁止／大会前に練習量増加？」。テスト前に部活動を禁止して勉強してくださ

いというのはおかしいですよね。勉強は普段からすることで、テスト前だからするということではあ

りません。練習も同じで、普段からすることであって、大会前に増やすことではありません。 

「一つの学校に一つのチーム？」。「選手」制度を基盤とする「チーム」ワークしかありません。 

高校生はあまり気がつかないと思うけど、「何でも教師がやってしまう？」。DUOリーグ立ち上げ

のころは、やりたくてやっている教師がほとんどだったから問題にはならなかったけど、いまはそう

もいかず、部活動改革、地域展開が中学から始まっています。他人事ではありません。高校にも波及

するし、公立だけじゃなく私立学校にも及びます。全国的にそういう動きが起きています。 

「誰のための学校施設？」。日本の場合、スポーツ施設を持っているのは学校です。それが使われ

ていない時間が、実は結構ある。体育施設だけじゃなくて教室も。そういうところを地域で活用して

もらえば、もっと豊かな環境になるのに、というのが10周年のシンポジウム、あるいはDUOリーグを

はじめた30年前から言っていたことです。 

今回のシンポジウムにあたって、演者とオンラインで何度か打ち合わせをしました。そこで話して

いるうちに、中塚がなぜこのような疑問にたどり着いたのかを知りたいという空気を感じました。そ

うすると私自身のあゆみから語っていかなアカンなと思いました。 

長くならないように注意しながら、この部分を導入として話させてもらい、そのあとで「DUOリー

グのあゆみ」を30年分、ポイントをピックアップしながらお話しします。 

最後に、「いま思うこと」を語りたいなと思います。 

 

１．問題意識－自身のあゆみから 

◆自分自身のあゆみ 

今日は同世代の方も何人かおられますが、65歳になって孫

もいるおじいさんです。 

いまの高校生にはピンとこないかもしれないけど、私たち

が小学校に入学したころ、『巨人の星』という漫画が少年マ

ガジンで始まりました。アニメでも始まりました。そこで描

かれたのは、汗と涙と根性の物語です。他にもいろいろスポ

根漫画が出はじめて、スポーツは楽しいというよりも、めち

ゃくちゃ厳しくしごかれた先の何かを求めるようなスポーツ

観が植え付けられていったと思います。 

小学校高学年になると、テレビで青春ドラマが始まりま

す。高校サッカー部やラグビー部が舞台です。こういう部活

にやんちゃな奴らが集まっていたからだと思います。そこに

若い熱血先生が赴任して、熱い学校生活を繰り広げるわけで

す。部活の話が中心で、友情物語や恋愛話が挟まってきま

す。喧嘩してぶつかり合いながらスポーツに夢中になり、と
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もに汗と涙を流す。よくわからないけど、運動部活動の良さみたいなものをすごく印象付けられた状

態で小学校を卒業し、いよいよ中学から部活が始まるという年代です。 

大阪府茨木市立南中学校とい

う、新興住宅地にできた学校に入

りました。私が8期生です。ちなみ

に高校も8期生で、大学は7期生で

す。入ってみると、青春ドラマで

見た通りのサッカー部でした。大

阪体育大学卒の牛みたいな、強く

て怖そうな先生が顧問です。当時

の大阪の公立中には悪そうな奴ら

がいっぱいいましたが、その中で

もやんちゃなのがサッカー部に集

まっていました。顧問の先生にビ

シビシしごかれ、非科学的なこと

を山ほどされながらのサッカー部

でしたが、嫌な印象はまったくあ

りません。先生は怖いけど面白い面もあり、みんな懐いていましたし、部員はみなサッカー好きで、

一緒にいるのがとても楽しかった記憶があります。この年になってようやくこの頃の同窓会が始まっ

ていますが、昔話で盛り上がります。めちゃくちゃな話ばかりですが、とても楽しいですね。求心力

の高い中学のサッカー部で、私はサッカーの虜になっていくわけです。 

高校は大阪府立三島高校で、もちろんサッカー部に入ります。最初の練習で1年生はほとんど球拾い

でしたが、練習後に「1年生集合」と、3年生のキャプテンから声がかかります。「振り落としのしご

きが始まる」と身構えましたが、そうではなく訓話でした。「サッカーにはな、勝つサッカーと楽し

むサッカーがあるんや。どっちを選ぶかはお前ら次第やぞ」という話です。何のことかわかりません

でした。三島高校サッカー部は、当時のもう一つの流行りと言える、民主的部活動でした。いまなら

「ボトムアップ」と言われる、キャプテンを中心に部員が練習を進め、試合のメンバーも決めるもの

です。後にわかったのですが、こうした部活動のあり方は、東京教育大学サッカー部で成田十次郎先

生が監督をされたころの取り組みが原点にあります。 

けど、中学の頃からうまくなるために、勝つためにサッカーをやってきた私は、「勝つサッカーと

楽しむサッカー」と言われてもピンときません。1年後に自分がキャプテンになってからも「勝つため

に」ビシビシとやっていました。するとあるとき、6月ごろだったと思いますが、下級生10人ぐらいが

私のところにきて、「中塚さんの勝つサッカーについていけません。僕らは楽しむサッカーがやりた

いんです」と、退部届を持ってきました。退部届を主将に出すというのも変な感じですが、そんなこ

とがありました。「俺と違う考えでサッカーに取り組むやつがおる」ということに初めて触れたのが

この時です。ただ、彼らの言っている意味が、当時はわかりませんでした。「勝つことが面白いんじ

ゃないの？」と思っていたからでしょう。スポーツという文化の広さや深さをわかっていなかったの

だと思います。彼らは退部し、サッカー部は引き続き、勝つために厳しくやっていく方針で、部員同

士しょっちゅうぶつかりながらも3年間過ごしました。 

高校時代のトピックとして、北摂リーグというリーグ戦を経験したことも挙げられます。ユースリ

ーグは、DUOリーグが全国初というわけではありません。いろんなところでリーグ戦は行われていま

した。北摂リーグは毎年秋の、大会がない時期にあり、茨木、高槻、摂津あたりの府立高校の先生方

で相談してやっていたのでしょう。1年のときは三島Bでボロ負けの連続でしたが、2年次は三島Aでい
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い成績を収めることができました。 

そんな高校時代も、そろそろ進路を考える時期になります。大学をどうするか考えるときも、やは

りサッカーのことしか頭にありません。当時、日本で一番強い大学が、インカレで優勝した筑波大学

でした。成田先生や大商大の上田亮三郎先生など、お世話になった先生方はみな東京教育大学、いま

の筑波大学のOBだったこともあり、筑波大学に進学し、もちろんサッカー部に入ります。 

当時の部員は100名です。Jリーグが始まる前ですから、各都道府県の一国一城の主が集まってくる

ような感じでした。けど100人が試合に出られるわけではありません。大学のユニフォームを着て出ら

れるのは先発の11人＋α。その他大勢に公式戦の機会はなく、学年が上がるにつれてモチベーション

が低下していく様子を部の中

で感じていました。 

「100人は“チーム”か？

“クラブ”の意思は？」とス

ライドにありますが、こうい

う言葉が出てくるようになっ

たのは、スポーツ社会学との

出会いからです。授業で「ス

ポーツとは」「チームとクラ

ブ」の話があって興味を持ち

ました。大学3年次にスポーツ

社会学研究室を選択したの

も、高校時代の「勝つサッカ

ーと楽しむサッカー」のころ

から漠然と問題意識があり、

それが研究室選択につながっ

たのだと思います。100人のサッカー部をチームワークでまとめるのは無理がある。スポーツ社会学で

学んだことが、自分の実体験とあわせて理解できました。 

教育実習は小石川高校でした。「東京の教員ってええなあ」と漠然と思い、そちらに向かう選択肢

もあったかもしれないけど、「このまま先生になってしまうのは“でもしか”や」と。教員に“で

も”なろか、ではなかったけど、教員に“しか”なれない「しか先生」かもしれないと思いました。

教員につながる勉強“しか”しかしていませんでしたから。そんな思いもあって、すぐには就職しな

いで猶予期間を設けて、大学院に行かせてもらいました。 

院生のころは、つくば地域の少年サッカーや高校サッカーの指導に加え、「ジョイフル本田」でプ

レーして、「バルバロス」というおかしなクラブを作って活動していました。今日も当時からのメン

バーが、オンラインも含め何名か来ています。 

大学院生なので研究もします。日本のサッカー界が徐々にプロ化に向かっていく中で、そのことを

研究テーマに選び、3年行った修士課程を終え、ご縁があって筑波大学附属高校へ。38年もの間、異動

することなく定点観測を続け、昨年3月末で退職し、いまに至るということです。 

私自身の歩みの中に、冒頭申し上げた10周年シンポジウムで言った問題意識の原点がたくさんある

のだと思います。忘れてましたけど、「中塚さんは昔からリーグ戦のことを言っていたよね」と言わ

れます。そう言えば昔からそんなことを言っていたかもしれません。思い出してきました。 

 

◆スポーツ社会学での学びから 

スポーツ社会学で学んだことの要点だけを共有しておきたいと思います。 



 特定非営利活動法人サロン 2002 

2026 年 10 月 公開ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ報告 

9 

 

「スポーツのあり方は多様である」という

ことです。どうしても「競技」、勝ち負けや

結果のところばかり目が行きますが、本当は

それだけじゃないんです。やりたい時にやっ

てやめたい時にやめられる「遊び」の段階か

ら、やっている時空間が楽しくてたまらない

「（狭義の）スポーツ」、そして結果に第一

の関心が向けられる「競技」。その先には、

自分が属する集団や組織の看板を背負って戦

う「戦争」と言える段階。例えば国家や民

族、宗教の対立を、サッカーの形をしながら

やっている段階です。こういうことも、広い

意味でのスポーツに含まれます。 

学校の部活動でいうと、プレイ志向から競

技志向まで、意識の違う人たちが一つの部に

いるわけです。それをチームワークだけでま

とめられるのかということです。「チーム」

というのはゲームを行う単位です。だから、

似たようなレベルやニーズでチーム編成して

活動すればハッピーになるんです。けど異な

るレベルやニーズを持つ人はもちろんいま

す。チームは、似た者同士で作ればいい。男

子チームや女子チーム、中学生・高校生・卒

業生チーム。あるいはサッカーチームとバス

ケチーム…。大事なのは、それら全部をひっ

くるめた「クラブ」を育て、そこが母体にな

っていくことです。チームとクラブの概念

を、言葉だけでなく運営面でも整理しながら

ともに育てていこうということです。 

残念ながら、いままでの日本の部活はチー

ム単位で勝ち負けをやってそれでおしまいで

した。私が勤めた筑波大附属高校蹴球部は、

何年かやっているうちに、女子チームやフッ

トサルチームができ、一つのクラブとして活

動しています。卒業生も年齢ごとにチームを

作ってOBサッカーをやっているので、それも

含めた多世代型クラブになっています。みん

なで集まって初蹴りをしたり、多様な活動ができていました。これも後にわかったことですが、筑波

大学附属高校の前身校で明治から大正期に校長をされていた嘉納治五郎は、部活動の連合組織「桐陰

会」を組織して課外活動を展開していました。柔道部も野球部も蹴球部も、桐陰会の一部門です。つ

まり多世代・多種目型のクラブです。こういうことが、歴史を学ぶとわかってきます。 

また、リーグ戦とカップ戦についても、スポーツの社会学や歴史を学ぶ中で整理できます。 

カップ戦は、負ければ終わりのノックアウト方式で、短期間でチャンピオンを決めるためのやり方
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で、主催者が運営します。一方で、リーグ戦はシーズンそのものを形成し、日常生活の一部です。生

活圏で行われ、当事者による自主運営です。リーグ戦によってクラブが育つのだということです。 

これも歴史を見ればわかります。イングランドで1871年にFAカップがはじまり、1863年にFAが定め

たサッカーが浸透します。1888年にはじまったフットボールリーグ（FL）で、毎週末、ホームアンド

アウェイで試合をするようになり、サッカーは生活の一部となります。日本サッカーリーグも同様で

す。1965年に社会人の全国リーグができ、社会人生活を送る中でトップレベルのサッカーが展開され

るようになりました。そのうちアマチュアリズムの限界がみえてきてプロ化が進行し、1986年のプロ

制度導入、1993年のJリーグ発足につながります。けどユース年代のリーグ環境はありませんでした。 

こういうことが、スポーツ社会学を通して学んだことです。 

 

２．DUOリーグのあゆみ 

◆高校教師になったころ 

「学校現場に行くとどっぷりつかるやろな」と思いながら、1987年度に筑波大学附属高校に赴任し

ます。当時から、この学校では部活動は週4日以内でした。DUOリーグはありませんが、週末はたいて

い練習試合をしていました。私自身は東京教員チームの現役プレーヤーだったので、部活に出ること

は自分自身のトレーニングでもあります。体育実技や体育理論の授業は本業なので力を入れました。

初年度は担任もなく、放課後は部活動。教員になりたてなので、やることなすこと全てが新鮮で、学

校にいる時間は長かったですね。予想通り、どっぷり浸かっていました。 

日本サッカー界全体をみてみると、1986年のメキシコW杯は最終予選で韓国に敗れ、1988年のソウ

ル五輪予選も中国に敗れて出場を逃します。オリンピックにもワールドカップも出られない時期で、

このままではアカン、プロサッカーを作ろう、2002年のワールドカップは日本でやろうという動きが

始まってきた頃でした。 

高校教師として、最初のころは目の前のこ

とに精一杯でしたが、何年かやっていくうち

に先ほどの「ちょっとおかしい学校運動部」

に気づきはじめ、「“次の一歩”を踏み出

す」ことになるわけです。「チームだけでな

くクラブを育てる」「クラブが集まりアソシ

エーション、リーグを育てる」「同志による

異業種ネットワークを育てる」ということで

す。今日の話は、2番目がメインです。 

皆さんのお手許に年表があります。字が小

さくて見にくいと思いますが、振り返りで活

用してください。 

1990年代に入ったころから、周囲の環境も変わってきました。年表の左列に赤字で書いたことが、

私が深く関わったところです。Jリーグ発足の前の年に、東京都高体連サッカー科学研究会をはじめま

した。私はその会の取りまとめ役でした。翌96年にDUOリーグ発足、その翌年の97年に、今日のシン

ポジウムを主催するサロン2002が始まります。だからサロン2002も30周年になるんです。 

 

◆サッカー医・科学研究会で構想発表（1996年2月） 

その頃のユースサッカー環境は、テレビが取り上げてくれるお正月の高校選手権、8月のインターハ

イ、6月アタマの関東大会の3つが高体連主催の大きな大会で、そこに向けての予選が、負ければ終わ

りのノックアウト方式でありました。1回戦で全部負けると公式戦は3試合だけです。もっと言うと、
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高1のころは補欠で出られず、3年生が「引退」と言っていなくなったころにようやく出られるように

なり、3年生になると自分自身が「引退」と言ってやめてしまいます。だから実質的に試合に出るのは

高校2年次のみです。これはおかしいということで、レベル別のリーグを、学校の1学期と2学期にや

り、合間にカップ戦をする。リーグ期間がシーズンになるので、シーズンが明確になり、オフシーズ

ン、プレシーズンも生まれる。こういうことを構想したわけです。 

最初に構想を世に示し

たのが、1996年2月11日の

サッカー医・科学研究会

でした。私はJFAの科学

研究委員として関わって

いたのですが、「関係委

員会が希望する競技会と

医・科学」というシンポ

ジウムで10分間、指定発

言者としてプレゼンさせ

てもらう機会があり、そ

の時考えていたことをま

とめました。そのときの

構想に「リーグ戦を中心

にした組織づくり」があ

ります。 

資料をみてもらえばわ

かりますが、「リーグ

戦」の前に「クラブを育

てる」ことが念頭にあり

ました。リーグ戦を通し

てクラブを育てるという

ことです。 

熱心な先生の異動でな

くなってしまうような、

学校に依存する部活では

なく、地域や卒業生な

ど、学校ごとに担い手は

いろいろあっていいんで

すけど、とにかく100年続

くクラブを、リーグ戦を通してしっかり作っていこうということを考えて提案したものです。 

2月23日付の資料があります。先ほども言った東京都高体連サッカー科学研究会で「東京都ユースサ

ッカーリーグ構想」として参加者に説明したものです。1学期と2学期で、リーグ戦のために何週とれ

るのかを考え、具体化したものです。この時点ではどこのクラブが加盟するかは決まっていません。

おそらくこの頃、猛烈な勢いでいろんなところに話をして回っていたと思います。 
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 3月23日付の資料は「計画」となっていてチーム名も入り、スケジュールも手書きで書き込まれてい

ます。 
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◆DUOリーグ初年度（1996年度） 

4月7日が第1節です。文京区と豊島区の学校運動部とクラブユースでリーグ戦が始まりました。 

高体連第2地区の仲間です。いろんなところでしょっちゅう顔を合わせていた人たちなので、構想段

階からいろんな話をしたと思います。どうしてもリーグ加盟してほしかったのは、上野先生がおられ

る都立小石川高校でした。当時、上野先生は東京都高体連サッカー専門部長をされていました。東京

の部長は次の全国部長になる流れだったので、上野さんにリーグ戦を経験してもらえれば、絶対にこ

の動きを全国展開できると考え、上野さんに話をしに行った覚えがあります。 

大事なのは“理念”をしっかり掲げ、それ

に賛同するクラブがリーグ加盟するというこ

とです。試合ができるというだけではありま

せん。「サッカーの生活化」をもっとわかり

やすくするために「歯磨き感覚」「引退な

し」、あるいは「補欠ゼロ」といったキーワ

ードを用いて“理念”を表しました。“理

念”をともに実現しようとする人たちでやる

んだよということです。 

情報共有は重要で、「通信」の発行にはこ

だわりました。初期の通信はA4判1枚もので、

FAXで全クラブに送信しました。 
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学校のFAXが進化したおかげで、宛先を入力すれば1枚の通信がすべての宛先に送れるようになり、

とても簡単にできるようになりました。これがなかったらハガキや郵便で送るしかなかったわけです

から。 

第1節ではリーグ名がありませんでしたが、第2

節の通信で「DUOリーグ」と書かれています。 

1節5試合を1日でやり、終わったら指導者が居

酒屋に集まり、ああでもないこうでもないと話を

していました、そんな中で、「第2地区で始まっ

たんだから、2をかっこよく言ってリーグ名にし

よう」ということになり、上野さんが「DUO」

を提案して決まったと通信に書かれています。 

1996年度前期は、創設6クラブから10チーム。

昭和一からは3チーム、筑波大附からは2チーム出

ています。筑波Aは3年生、筑波Bは1，2年生チー

ムで、「高体連の公式戦にはAとBの連合軍がナ

ショナルチームを編成して出る」と言っていまし

た。一番盛り上がったのはA対Bのダービーマッ

チ。優勝は京華高校です。 

この京華高校の中心選手が、いま昭和第一高校

の顧問で今年からチェアマンになられた永井直樹

さんです。 

DUOリーグ会議には、途中から高校生も参加

するようになりましたが、初年度の立ち上げ時に

高校生は関わっていません。“遊び心”ある大人

たちが、“Face to Face”でああだこうだ言いなが

ら作り上げました。 

1学期の前期リーグがすごく良かったので、2学期に後期リーグをやろうということになりました。

ここから学習院も加盟します。第2部でご登壇いただく瀬田さんは、高校1年生で後期リーグから参加

します。 

いまは入っていないけど、文京区中学生選抜も後期から加盟しました。郁文館中学の丸山先生が取

りまとめておられました。中学3年生も2学期になると「引退」と言ってやめてしまい、やることがな

くなります。それはもったいないということで、後期リーグだけ参加することにしたものです。 

筑波大附属と京華はその当時、毎週木曜日に合同練習していたので、合同チームを作ってリーグに

参加します。また1996年はアトランタ五輪でオーバーエイジが採用され、「これ使える」ということ

で、各チーム3名までオーバーエイジありとしました。これによって、私も出場できるようになりまし

た。またこういったことを長く続けるためには、働いた人にささやかでもペイしようと考えました。

例えば審判をしてくれた高校生には一人1試合500円の審判費を払おうと。そのためには受益者負担で

す。大会参加費を1チーム15,000円徴収することを後期から始めました。これについてはおもしろいエ

ピソードがあるけど、今日は省略です。 

 

◆リーグ戦の広がりとさまざまな取り組み 

いかに続け、広げていくかを考え、実行していきました。東京都高体連サッカー科学研究会で「リ

ーグ戦を始めたよ」という話をしたところ、第6地区で、世田谷区と町田市の頭文字をとって「SMリ
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ーグ」がはじまりました。筑波大附属駒場におられた小澤治夫さんや、今年からJFA技術委員会の副委

員長になられた成城学園の蔵森紀昭さんが中心です。 

 JFAの機関紙に「ユース年代のサッカ

ーはいま！」という連載を持つことも

でき、そこでも紹介しました。またJFA

の指導者養成講習会でスポーツ社会学

の授業を担当し、授業の中でも紹介し

ました。今日の参加者に水上博司さん

がおられますが、一緒にその講座を担

当していた方です。 

底辺から積み上げたリーグ構想をト

ップまでつなげる動きも始めました。

JFAでもキャプテンズミッションの一つ

に掲げるようになり、私もプロジェク

トメンバーの一人でした。 

 底辺は近場で、レベルの高い人たち

は広い範囲を行き来してリーグ編成す

るイメージです。「ユース年代の生活

圏を考えると全国リーグは不要」と考

えていましたが、いまでは東日本と西

日本に分かれてプレミアリーグをやっ

ています。 

後期第1節は、大型バスを数台チャー

ターし、茨城県神栖市波崎の天然芝で

行うことも数年やりました。いろんな

学校の生徒がバスに乗っているので

「バスレク」もします。レクリエーシ

ョンじゃなくて「バスレクチャー」で

す。DUOリーグとは何かという話を、

高校生に直接伝える機会でした。 

 

◆その頃のDUOリーグ－通信とプログラムより 

DUOリーグ通信はかなりの頻度で発行しました。試合結果を共有するだけでなく、チェアマンから

のメッセージをたびたび載せていました。各クラブ代表者宛にFAXで送ります。部員にもちゃんと伝

えてくれよと言っていましたが、どこまで伝わっていたのかはわかりません。池袋のサッカーショッ

プ加茂にも送り、掲示してもらっていました。 

メッセージには苦言が増えてきます。「プロ意識を持ったボランティアたれ（2000年10月18日）」

は、忙しいなどと言い訳せず、やるべきことをしっかりやれということです。大人に対して言ってい

ます。 

「チェアマンからの厳重注意（2000年6月6日）」は、筑波大附属高校グラウンドで試合をやったあ

とで、体育館の女子バレーをのぞきに来た他校のサッカー部員の話です。土足で体育館に上がるとい

うおまけつきで、バレー部の先生にこっぴどく怒られています。 
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日常的にはこんな話ば

かりです、けど、自分の

学校の生徒か否かに関わ

らず、リーグで起きたこ

とはリーグ全体で共有

し、少しでも良くしてい

こうという思いでした。 

2000年6月6日の通信に

はもう一つ、「東京都ユ

ースサッカーリーグ設立

趣意書提出」の記事もあ

ります。オフィシャル化

の動きについてのニュー

スです。 

ちょうど2000年度から

DUOリーグのプログラ

ムをつくるようになりま

した。我々のリーグが何

を目指し、どんな人が関

わっているのかを知って

もらうものです。プログ

ラムは全てのDUOリー

ガーに配布しました。 

2000年度後期プログラ

ムの開幕挨拶には「2001

年度に東京都ユースサッ

カーリーグを創設すべ

く、行動を開始する」と

書かれています。この年

のスローガンです。 

そして2001年度前期リ

ーグ開幕挨拶には、3つ

のことが書かれていま

す。 

１． 東京都ユースリーグ

を早期に実現すべく

行動を継続する 

２． DUOリーグ“IT革

命”元年とする 

３． “FCDUO”構想の可能性を検討する 

２は、これまでFAXで送っていた通信をEメールで送るようにすることと、ホームページを作ること

です。３は、DUOリーグで高校生は各クラブに分かれて試合をしているけど、卒業したらFCDUOを作

って活動し、最終的にはJリーグを目指すようなことを検討しようという話です。 

DUO リーグ通信 2000-17（2000年 10月 18 日） 

DUO リーグ通信 2000-6（2000年 6 月 6 日） 



 特定非営利活動法人サロン 2002 

2026 年 10 月 公開ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ報告 

17 

 

こういうことを考え

ながらいろいろやって

いると、メディアも注

目してくれるようにな

ります 

2001年6月23日の日

本経済新聞や、2002年

3月30日の読売新聞の

全国版で大きく取り上

げてもらいました。月

刊『サッカークリニッ

ク』の2003年5月号では「東京の真ん

中でリーグ戦を主宰する新感覚のリ

ーダー」として複数ページにわたっ

て取り上げられました。ユース年代

のリーグ戦はDUOリーグがパイオニ

アであり、その理念や実践が徐々に

浸透していったのは確かです。 

審判など、ささえる人材を育てる

のはとても大事ですが、「最近ユー

ス審判をめぐるトラブルが目につき

ます」ということを2002年10月8日の

通信に書いています。 

「無知や照れによる誠意を欠いた

態度は、勉強不足、経験不足が原因

と考えられます」と。

プレイヤーもミスしま

すが、プレイヤーは普

段から練習していま

す。ではDUOリーグで

主審をする高校生は、

普段から審判の練習を

してますかという話な

んです。ちょっとした

工夫でできるはずで

す。そこをもうちょっ

とやろうよということ

です。練習最後のミニ

ゲームで笛を持たせる

ことや、体育の授業や

学校行事で審判をする

場面などを活用してし

っかりやろうと。 

DUO リーグ通信 2000-6（2000年 6月 6日） 

DUOリーグ通信 2002-17（2002年 10月 8日） 
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また、DUOの試合で笛を吹く高校生審判を、周りの大人もしっかり見てアドバイスしてあげましょ

うということも書いています。筑波大附の生徒が審判をするとき、私は必ずピッチを描いたA4判ぐら

いの用紙を持ってクラブハウスの2階に上がり、審判をやっている生徒がどのように動いているかを、

10分ぐらいですけど追って図示します。ハーフタイムにそれを見せてやると、「センターサークル周

辺しか動いていない」とか「副審と挟み込んで見るんやぞ」ということを具体的に指導できます。ほ

んのちょっとのことだけど、これをやると後半はかなり変わります。そういうことを「皆さんやって

ますか？」ということなんです。 

さらに言うと、この頃からDUO

リーグの試合記録に審判の5段階評

価を記入するようになったんです

けど、なぜか学校の先生がやって

いるときはいつも評価5で、高校生

がやると急に3点とかになるんで

す。センターサークルから出ない

でドーンと構えるだけの先生が高

得点。「できてないのにおかしい

やないか」と。マンネリ化してる

んじゃないかなと思いますね。 

“ささえる”楽しみのスライド

で、小柄なお兄さんが審判服を着

ている写真があります。今日の登

壇者の岸さんが高校

生の時の写真です。 

DUOリーグプログ

ラムには、各校のマ

ネージャーが連携し

て作るページもあり

ました。プログラム

作成を遊んでいたん

です。 

「ではない通信」

というのもありまし

た。DUOリーグ通信

は私の方から定期的

に発行するオフィシ

ャル通信だけど、そ

の合間を縫って、

DUOリーグ通信「で

はない通信」を勝手

に始めてくれた方が

いました。城西高校で当時コーチだった小澤亮二さんです。今日は三重県から来てくれました。あと

でコメントをいただければと思います。 
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◆財務構造とSSFスポーツエイド 

 いろんなことをやっているとお金がかかります。ささえる活動にはペイしようと言っているのだか

ら当然です。ではささえる活動に対して誰が払うのか。 

試合実施に必要なお

金は、リーグに参加す

るチーム単位で徴収し

ます。1チーム 15,000

円、いまは2万円か

な。審判手当も、大き

な額は出せないけど発

生させています。 

そのうちプログラム

を作ろうということに

なりました。お金がか

かります。当時、1冊

作ると300円ちょっと

かかりました。前後期

あわせて一人600～700

円です。これを機に、

DUOリーガーから個人

登録料を徴収すること

になりました。基本的にはプログラム代だけど、それに加えて、この後できるDUOリーグ保険への加

入も、登録料を払ったプレーヤーが対象です。DUOリーガーをはっきりさせることになりました。 

さらに、クラブごとに加盟費を徴収するようにしました。リーグに加盟するのはクラブです。例え

ば、今年は人数が少ないのでチームは出せないけど、DUOの理念には賛同するし関わりたいというよ

うに、DUOリーグの一員であり続けたいクラブには、通信等を配信し、情報でつながりを保つなどで

す。そのような考え方で財務構造を組み立てました。 

ちなみに財務構造の図は、書いてあるとおり「出張サロンin神戸（HFAセミナー）」として、兵庫県

サッカー協会に呼ばれて話をさせてもらったときのものです。今日はオンラインで参加されています

が、日本クラブユース連盟会長を長らく務められた加藤寛さんに呼んでいただき、神戸の人たちに話

した時のスライドです。時間があれば加藤

さんからもコメントいただければと思いま

す。 

 2002～2004年の3年間は、SSFスポーツエ

イド、笹川スポーツ財団から年50万円の助

成金をいただき、いろんなところで活用さ

せてもらいました。例えば審判服の代わり

のDUOリーグビブスを買ったり、先ほど触

れたDUOリーグ保険の導入などです。 

学校教育活動中の事故に対しては、保健

室で書類を書く災害共済給付で保証されて

いるのはご存じのとおりですが、最初に言

ったように、DUOリーグは学校教育活動か
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ら離れた地域クラブの活動にしていき

たいというものでした。事故が発生し

たときの保険をどうするかについて保

険会社と相談し、SSFスポーツエイド

の助成金をいただくタイミングでDUO

リーグ保険を開始したということで

す。 

また、池袋の東京リゾート＆スポー

ツ専門学校と連携したトレーナー制度

もスタートしました。試合会場へのト

レーナー派遣からはじまり、希望する

クラブへの日常的な派遣、写真にある

トレーニング講習会や、テーピング講

習会・栄養講習会なども実施しまし

た。専門学校の先生方と連携し、学生

の実習として進めていました。リゾス

ポの学生たちが「DUO新聞」を作って

配信してくれた時期もありました。ク

ラブ単位ごとだと難しくても、リーグ

単位であればできることがあります。

審判資格取得のための講習会も、リー

グ単位で行っていました。 

「DUOリーグボランティア」が、試

合結果の集計やDUOリーグ通信の発行

を担ってくれた時期もありました。 

「オフシーズンにはフットサル

を！」のメッセージにあるとおり、

2001年度から東京都サッカー協会

（TFA）フットサ

ル委員会主催でU-

18フットサルの公

式大会が始まりま

す。リーグ戦のな

いオフシーズンに

フットサルを促し

たもので、DUO

クラブも多数参加

していました。私

はフットサル委員

会のユース部会長

をいまも続けてい

ます。 

 

DUOリーグ通信 2002-20（2002年 11月 19日） 
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◆公認化へ向けて 

公認化へ向けた話です。東京都サッカー協会の中でユースリーグ準備委員会ができ、私は委員長と

して準備を進めていました。規約の整備などと並行して、公認リーグがスタートする前年に「プレ上

位リーグ（PJリーグ）」を東京都全域でやり、まだ本格リーグを経験していない学校運動部や地域ク

ラブに経験してもらうことにしたのが2003年度です。 

そこでも「PJリーグ通信」でメッセージを発信していました。 

 

 

 公認化の意義として挙げられるのが、「機会

均等」と「保護・優遇」です。サッカー界と教

育界の両方から公認されることが、ユース年代

のリーグ戦にとって重要だと認識していまし

た。 

東京都高体連サッカー専門部の8つの地区割

を活かして底辺からリーグを積み上げ、1部、2

部は東京都全域で行うイメージです。前期・後

期で昇降格のあるリーグが展開され、合間にカ

ップ戦もある。DUOリーグを始めた当初から

考えていたイメージです。 
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微修正を繰り返しながら規約案を整えていきました。カテゴリーごとに求める内容も異なります。 

Ver4は最終案の前の版ですが、「加盟クラブ」という表現です。リーグに加盟するのはクラブであ

り、各クラブがチームを編成するという基本的な考え方です。「リーグ戦を通してクラブを育てる」

という意図を伝えようとしていたことがわかります。しかし最終案で、加盟クラブは「加盟団体」に

置き換えられました。「わかりにくい」という声を受け入れたものです。残念です。 

将来的には、リーグ自体が法人化することを目期していました 
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◆突然の中止決定！ 

2月に総会を開き、初年度の構成も承認され、2004年4月から東京都全域でオフィシャルリーグがド

カンと始まるところまできていました。 

しかし3月になって突然

の中止が決定されます。 

都立高校がこのリーグに

どのような形で参加できる

のかという問い合わせが、

都立の校長先生から教育委

員会に多数寄せられたとい

うことです。顧問教諭はど

ういう立場で引率するの

か、学校のグランドをサッ

カー部が占有することにな

らないか、サッカー部員の

過重負担にならないかとい

う疑問の声です。 

突然の中止には驚きまし

た。こちらは学校のためで
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はなくスポーツのため、生徒のために始めるのに、こんなことが理由でできなくなるとは。非常に悔

しい思いというか、不本意というか…。 

こんな思いをしたのが2004年度がはじまる直前でした。 

 

 

その後、私は東京都のオフィシャルリーグの

動きから外れましたが、今日も来られている玉

生さんらが中心になって地区リーグ同士の連携

を図り、地区トップリーグを底辺から整備し、

2011年度には底辺から頂点まで、つまりトップ

のプレミアリーグからDUOリーグ3部までつな

がる構造が確立したというわけです。 

実はDUOリーグの10周年のころは、公認リ

ーグ中止事件があった後でした。だからそのと

きもこの件は取り上げました。 

けど私自身、まだその出来事を自分の言葉で

語れるほど整理できていなかったし、そんな気

にもなれなかったので、10周年の時はあまり言わなかったと思います。けど学校教育とどのようにす

り合わせていくのかは大事なところですよね。いま部活動の地域展開が進む中で、あの頃言っていた

ことがようやく理解されるようになってきたと感じますが、依然として難しい問題を含んでいるなと

感じています。 
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◆DUOリーグのいま 

時間がなくなってきたのでどんどん進めま

す。 

「DUOリーグのいま」と書いていますが、

2007年度の状況です。結論を言うと「“遊び

心”が失われてきた」ということです。 

レベルに合ったカテゴリーでプレーできれ

ばいい。そこが自分たちの居場所であるなら

そこを充実させればいいと思うんですが、上

とつながったからでしょうか、指導者の会話

やDUO会議で出てくる話は「上に合わせよ

う」「きちんとやろう」の話ばかりです。 

こんなときに、「DUOリーグのトロフィー

がない！」という間抜けな事態が発生しまし

た。持ち回りトロフィーをどこかのクラブが

なくしてしまったんです。レプリカがあった

ので気付くのが遅れてしまいました。 

この、ちょっと間抜けな出来事を、アート

の人たちと組んで何かやろうじゃないかとい

うことで、今日もオンラインで参加されてい

る、いまはNPOサロン2002理事を務める土谷

享さんに相談しました。トロフィーを作ると

ころ自体をアート活動として、DUOリーグ全

体で、失われつつあった遊び感覚でトロフィ

ーをつくろうじゃないかということです。 

「日本的スポーツ観：これまでとこれから」は、いろんなところでよく使っているものです。チー

ムからクラブへ、選手からプレイヤーへ。選手というのは選ばれた人のことですね。選ばれる人がい

るから補欠がいる。そうじゃなくて、遊ぶ人、プレイヤーという言葉を使おうと。スポーツの方でこ

ういう方向性を示したところ「アートの世界でも同じですよ」と土谷さんが言われ、まとめられたの

が右の図です。 
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「展覧会」中心で「結果」志向。だから展覧会が終わると多くの在庫が残ってしまう。そうじゃな

くて「日常生活」中心で「在庫ゼロ」のアートシステムを目指そうと。 

こんな感じで意気投合していた土谷さんらアーティストのアトリエへ出向いて作戦会議を開きまし

た。私と、京華高校の小金丸さん。玉生さんや岸さんもいましたよね。クラブワールドカップの試合

をみて、鍋をつついて飲みながら、ああでもないこうでもないと話をしていたら、「靴創家」の佐藤

いちろうさんがやってきて、「履けなくなったサッカーシューズで履けるトロフィーを作ろう」とい

うことになりました。 

 

◆「トロフィーがない！」プロジェクト 

DUOリーグのロゴは土谷さんがつくってくれまし

た。歯磨きの上にDUOリーグが乗っています。DUOリ

ーグの「トロフィーがない！」プロジェクトをDUOリ

ーガーに知ってもらうた

めに、勉強机の前に貼っ

てもらえるようなカレン

ダーも作りました。カレ

ンダーは、このころ1,000

人ぐらいいたすべての

DUOリーガーに配布しま

した。DUOリーグと「ト

ロフィーがない」プロジ

ェクトを身近に感じても

らう意図です。 

写真は2008年度のシー

ズン初め、本郷高校の教

室で「靴磨き講習会」を

やっているところです。

当時のサッカーシューズ

は革の部分が結構ありま

したが、履けなくなると燃えないゴミで

捨てられるだけです。このプロジェクト

では、履けなくなったサッカーシューズ

から革の部分を切り取り、靴型に貼り合

わせてトロフィーをつくるというもので

す。まずは靴を綺麗に手入れするところ

からはじまります。生徒だけでなく、各

校の顧問の先生や三菱養和のコーチも参

加しました。 

前期リーグでは、試合後に両チームの

プレイヤーが集まって、履けなくなった

サッカーシューズを磨いて、革の部分を

切り取る作業をいろんなところで、すべ

てのクラブが行いました。 
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この取り組みは2008年7月19日の朝日新聞夕刊に写

真入りで紹介され、同日行われたDUOリーグアウォ

ーズで披露されました。世界初、「履けなくなった

サッカーシューズでできた履けるトロフィー」で

す。右足用と左足用があり、それぞれ前期用と後期

用です。「12年間使おう」「12年経ったらまたつく

ろう」としていましたが実現していません。 

トロフィーができた後も「リサイクルプロジェク

ト」や「スキンプロジェクト」の名称で、靴磨き講

習会や、サッカーボールでコインケースをつくるワ

ークショップなどいろいろやっていました。 

けど、DUOリーグに関わる大人たち、とくに「部

活先生」にはこういう“遊び”のおもしろさはなか

なか届きません。それは、リーグ環境が整備される

中で、「上を目指す（上に合わせる）」ことがより

強く意識されるようになってきたからかもしれませ

ん。 

 

◆DUOリーグの改革－将来構想委員会と現状 

後期リーグ期間は学校行事や公式戦との重なりが
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あり、試合を消化するのが大変でした。試合消化に追われる中で、“遊び”に目が向かなくなってき

たのかもしれません。 

今後の方向性を話し合う場として「将来構

想委員会」が設けられました。2012年度で

す。今日も来られていますが、私の後任チェ

アマンとなった岩野英明さんが示した“たた

き台”をベースに、DUOリーグの軌道修正が

図られました。そして2013年度から、昇降格

のあるリーグ戦は前期だけにして、後期は会

場の広さに合わせた「フリーサイズフットボ

ール」をすることにしました。 

筑波大附会場では、8対8の半面サッカーの

ワンデー大会を数回行いました。企画・運営

を通して高校生は大きく成長します。しかし

こうした取り組みも、公式戦の勝利にしか目

が向かない「部活先生」は積極的ではありま

せん。 

DUOリーグが大事にしてきた“遊び心”

と、オフィシャル化の中で広がっていく「上

に合わせよう」「きちんとやろう」という意

識が徐々にずれてきたのだと思います。 

 2014年度末でチェアマンを交代しました。

「20年もチェアマンが変わらないような組織

はつぶれる」と10周年シンポジウムで言いま

したが、19年間務めて交代しました。 

 これまで積み上げてきたものの見直しが、

第2代の岩野チェアマン時代だったと思いま

す。「4年でチェアマン交替」と宣言していま

したが、その矢先、コロナ禍に突入します。

嶋野さんへの交代は2022年度からです。 

いま、フットサルも含めたU-18サッカー構

造は図のようになっています。 

 

◆現状をどう捉えるか 

当初考えていたリーグ構想は、サッカーだ

けじゃなくて他のスポーツにも広げていくも

のでした。すると個人のスポーツライフも変

わってきます。サッカータレントのA君は、

年間を通してサッカーをすることができま

す。いろんなスポーツをやりたいB君は、例えば春はバスケ、秋はサッカーというマルチスポーツライ

フが楽しめます。こういう環境を目指そうと言っていたのですが、リーグ戦が競技団体マターになっ

てくると、「年間を通してサッカーができる環境づくり」となってしまい、当初考えていたマルチス

ポーツライフにはつながりません。 
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「ユース年代にリーグ戦を！」とい

うことはもちろん言い続けますが、リ

ーグとは何かということを改めて考え

ておきたいと思います。 

リーグは“組織”であり“生活”で

あり、何といっても“遊び”です。 

 

３．いま思うこと 

時間がなくなってきました。最後に

「いま思うこと」を駆け足で述べま

す。 

「部活動を取り巻く状況から感じる

こと」は、学校運動部の指導者向けの

メッセージです。全国高体連研究大

会、いろんな種目の「部活先生」が集まるとこ

ろで、研究部の前活性化委員長として講演させ

てもらった時のものです。 

「本気で部活動改革に取り組もう」なのです

が、同時に、「部活動は大事にしていきたい学

校文化」です。そのためには「担い手の意識が

重要」です。 

担当教科の指導しかしようとしない「なにも

先生」は「教育に誠実に向き合え！」。逆に、

部活にしか目が向かない「部活先生」は「全体

を見よ！」ということです。 

全体を見た時に、生徒も教師も余裕がなくな

り、どんどん“遊び”が下手になっていること

を感じます。私はずっと「生徒の変化（大人も

…」に挙げたようなことばかり言っています。

考えろ、アクション起こせ、全体をみろ、あい

まいにするな、やり切れ、ちゃんと遊べ… 

言われたことはきちんとやるし、素直だけ

ど、コミュニケーションの質と量が大きく変わ

り、ソウゾウリョク欠如、決断できない。迷っ

たらやらない…。コロナ禍を経て、この傾向は

一層強まったと感じています。 

何といっても、原点は“遊び”です。 

スポーツは多くのものをもたらしてくれるけ

れど、得られたものはすべて、実は“副産物”なのではないかと思うんです。DUOリーグの理念に掲

げたことですら、です。たとえば、確かに「スポーツの生活化」のために始めましたが、好きな遊び

をやっていたら、気がつけばサッカーが生活の一部になっていたということではないでしょうか。 

ちゃんと遊ぶために大切にしてほしいことは「情報共有」です。要項やマニュアルを整備すること

はコロナ禍で求められましたが、それ以上に大事なのは、マニュアルに書かれていることの背後にあ
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る“理念”や“志”、もっというなら“魂”を共有することです。 

“魂”を共有するためには、肉声を、“Face to Face”で伝えないとダメですね。こういうことを心

がけながら、「はじめる！ やり切る！」。はじめればはじまるんです。 

30年前に、はじめたからはじまりました。仲

間とともに徹底的に遊びを追求し、いまに至り

ます。 

「遊び間違い」には要注意ですね。遊びをお

ちゃらけてやることだと思っている人がいます

が、そうじゃありません。本気で、徹底的にや

り切るんです。 

ボリュームが多すぎて最後は駆け足になって

しまいましたが、今後に向けて徹底的にやりき

ってもらいたいという思いを、初代チェアマン

として話させていただきました。 

ありがとうございました。 

 

 

 

井上：中塚先生ありがとうございました。 

郁文館のリーグ参加は。最初からではないんですけど、話をお聞きしていて20年ぐらい前のことを思

い出しながらお聞きしていました。本当に手弁当でやっていて、あったかいリーグのスタートだった

と思います。私も試合会場を自転車で周り、運営費を届けていた頃がありました。そういったことを

経過しながら、いま本当にリーグがしっかり整っているところでありますが、いまの中塚先生のお話

の通り、本気の“遊び”といったところを忘れずに、このリーグを進化させていくようになっていき

たいと思います。 

第1部の講演を終わらせていただきます。8分間の休憩を取り、15時15分から第2部を開始します。 

 高校生はここで解散です。練習に向かってください。 
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第 2 部．元 DUO リーガー座談会「DUO リーグの成果と課題と副産物」 

１．中澤篤史：DUOリーガーから部活研究者へ 

注）発表者の要望により、報告書には概要のみ掲載。 

 

◆自己紹介－含DUOリーグの思い出 

東京大学ア式蹴球部に入部し、「サッカーを楽しもう」と思ってい

たけれど、大学のサッカー部は苦い思い出として残っている。理由

は、①レギュラーになれない二軍生活、②厳しく辛い抑圧的な体育会

文化、③まったく楽しくないスポーツ経験であった。 

大学4年生の2001年度に、東大サッカー部のBチームがDUOリーグ

に参加する機会を得た。東大サッカー部の歴史からみてもエポックメ

イキングな出来事だったと思う。DUOリーグに参加することで、①補

欠でも試合に出られる喜びが感じられ、②自由に楽しむ可能性への気

づきを感じ、③「不思議な部活」をめぐる学問的関心につながり、大

学院に進んで本格的にスポーツのあり方を学問的に考えることにつながった。 

思い返すと、大学4年生のときに筑波大学附属高校のグラウンドでのDUOリーグの試合後、「護国寺

の居酒屋行くけどお前来るか？」と、中塚理事長に声をかけてもらい、わけがわからないまま「行き

ます！」と言って参加したところから私の部活研究者としての歩みは始まったかもしれない。部活を

研究する意味を探り、現場にどう還元するのかという試行錯誤はあの時から始まり今も続いている。 

 

◆部活研究者としての歩み 

大学院ではサッカーから離れて研究一筋でやっていた。東大大学院の教育学研究科に提出した博士

論文は、部活をテーマにした研究としては東大初だったようだ。それを本にまとめ、『運動部活動の

戦後と現在』という著書を刊行した。スポーツと学校教育は、本来は結びつかないものかもしれな

い。スポーツは遊びで、学校は「遊んでないで勉強しなさい」という権力装置の側面もある。部活動

には自由と権力の不思議な絡まり合いがあるということを理論的に考え、部活研究を構成した。 

しかし部活の研究成果を現場に還元するとなると、硬い論文や書籍では伝わらない。もっとわかり

やすく書かないといけないし、人が感じる悩みとか思いに対して直接対話するようなものを作り直さ

なければならない。研究と現場をつなぐ架け橋になりたいと思い、『そろそろ、部活のこれからを話

しませんか』を著した。また、部活の中心的な主人公であるはずの中学生、高校生はいろんな思いを

持って部活に関わっている。名古屋大学の内田良さんと一緒に、岩波ジュニア新書から『「ハッピー

な部活」のつくり方』という本を書いたり、YouTubeで部活動について情報発信している。面白い部活

をもっと面白くしてほしいし、嫌な部活だったら楽しく作り替えてほしいというメッセージを出すよ

うにしてきた。 

部活研究で何をしたらいいのか迷うところもあるが、やはり原点として、DUOリーグで経験させて

もらった、「スポーツは、いろんな可能性を持って楽しくできるのだ」ということがある。 

遊ぶことの価値を大事にしながら、これからも研究を続けていきたいと思っている。 
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２．瀬田元吾：ドイツ×DUOリーグ 

注）発表者の要望により、報告書には概要のみ掲載。 

 

◆自己紹介－含DUOリーグの思い出 

学習院高等科は初年度後期からDUOリーグに加盟し、1年次から

出場している。卒業後は筑波大学に進み、中塚さんの後輩となり、

教育実習も筑波大附高にお世話になった。大学卒業後、少し現役を

続けた後にドイツに渡り、フォルトゥナ・デュッセルドルフという

クラブで引退後のセカンドキャリアを続け、15年半ドイツにいた。

2020年に帰国し、V・ファーレン長崎で一年、2021年12月からは水

戸ホーリーホックに執行役員として着任し、いまに至る。 

1年次から出ていたDUOリーグだが、当時の自分はただリーグ戦

で試合数が増え、近くの高校生と試合ができるとしか考えていなか

った。ドイツで長年過ごしたいま、補欠ゼロ、引退なしなどの発想

は、ドイツのサッカークラブのあり方そのものだったと思う。部活

動の地域移行・地域展開といった課題解決のヒントになる、非常に面白い存在だと思う。 

 

◆ドイツと日本のスポーツ環境 

ドイツのスポーツ環境を歴史的にみてみると、クラブのはじまりは日本の部活動とそう変わらない

ものだった。強いゲルマン人を育てるために、体操の先生が地域で始めた体操クラブが原点である。

そこにスポーツをしたい人が世代を超えて集まるようになり、スポーツクラブとなった。しかし、大

戦期に政治的に利用されたスポーツクラブは、戦後、その多くが取りつぶされ、3分の1に減ってしま

った。戦後は工業化、経済成長が進む中で、人々の心身の健康問題が大きな課題となり、1960年に

「ゴールデンプラン」が国の政策として始まった。人口に応じてスポーツ施設を整えクラブを育て、

スポーツ参加を促す政策である。これによりクラブは増え、スポーツ人口は4倍になった。いまドイツ

には、スポーツクラブが約9万、2,400万人がスポーツを楽しんでいる。人口が約8,000万人のドイツで

は、多くの国民がスポーツを楽しめる環境にあると言える。約2.4万はサッカー部門を持つクラブで、

サッカー協会登録人口は700万人。世界でも最大規模の組織である。ドイツでは、地方の7部、8部リー

グのクラブでも、充実したスポーツ施設やクラブハウスを持ち、地域社会の交流の場となっている。 

ドイツでは学校単位の部活はやっていない。学校は勉強する場所であり、好きなスポーツは学校が

終わってスポーツクラブで行う。時間帯をずらしながら、多世代が地域クラブで活動している。 

では日本はどうか。約18,000の小学校、9,800の中学校にスポーツや文化活動のインフラが整ってい

る。ドイツは地域で整えたが、日本は学校で整えてきた。これを活かさない手はない。 

DUOリーグのことをよく知らずに受動的に生活していた高校時代だったが、自分の意思でドイツに

行き、たくさんの気づきを得て、ドイツと日本の違いとはこういうことだったんだと感じた。 

 

◆今後に向けて 

中塚先生がDUOリーグを立ち上げたのが35歳の時だとお聞きした。バイタリティーと発想力、着眼

点が素晴らしかったと思う。当時は先に行き過ぎた考えだったと思われたかもしれないが、いま時代

が追いつき、実際に地域移行・地域展開が進んでいる。DUOリーグの取り組みに、これからのヒント

があるのではないか。 

学校も地域も部活動もクラブも、全ては地域のコミュニティ作りである。このように考える人間が

出てきたのもDUOリーグの“副産物”かもしれない。 



 特定非営利活動法人サロン 2002 

2026 年 10 月 公開ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ報告 

33 

 

３．岸卓巨：高校時代の居場所から、ケニアの子どもたちの未来へ 

皆さんこんにちは。一般社団法人A-GOAL代表の岸と申します。 

瀬田さんからヨーロッパのお話がありましたが、私からはアフリカの話です。先ほどヨーロッパに

は54ヵ国あるということを初めて知りました。実はアフリカも54ヵ国です。日本政府が認めていない

西サハラという国を入れると55ヵ国ですが、日本政府としては54ヵ国です。今年はセネガルという国

で初めてユース・オリンピックが行われています。元々イギリス領だったので、その影響でサッカー

が盛んだとか、ヨーロッパの話を伺いながらアフリカの話をしたいなという気持ちも高まっています

けど、今日はDUOリーグ30周年です。私自身がDUOリーグの副産物かなと思うところもあり、DUOリ

ーグで学んだことだったり、DUOリーグへの感謝の気持ちをお伝えできたらいいなと思っています。 

パートとしては、まずは高校時代のお話。そしてJICA

海外協力隊としてケニアに行っていたころのお話。そし

ていま活動しているA-GOALの、三本柱でお話をさせてい

ただきます。 

 

◆高校時代：サッカー部の落ちこぼれ 

高校時代は、おそらくサッカー部で一番下手くそだっ

たと思います。都立小石川高校出身です。 

私が入学する少し前に、選手権予選で全国大会の一歩

手前まで行ったことがありました。当時はまだ学区制が

ありましたが、他の学区からもサッカーをやりたい生徒

が集まってくるような感じで、その中で私自身はすごく

下手くそで落ちこぼれの部員でした。覚えているのは、

当時の小石川高校では、授業とは別に放課後、興味ある

人はフランス語とか他の言語を学べる授業があったんで

す。興味があってフランス語の授業を取ったんですが、

サッカー部の先輩から「サッカー部でそんなの取るやつ

いねえよ」と言われたのを覚えています。そういうのを取っていると練習する時間は減るし、「お前

レギュラーになりたくないのか」みたいなことを言われました。 

でも私がその時思ったのは、レギュラーになることにそこまで貪欲じゃなかったというか、それこ

そ中塚先生のお話にもあったように、楽しむサッカーがしたかったし、私自身プレーヤーというより

もプレーヤーの周りでサッカーをささえる立場で活躍できるんじゃないかなと思っていました。 

そのような私ですが、いま何をやっているかというと、スポーツ漬けの毎日です。普段はフルタイ

ムで日本アンチ・ドーピング機

構（JADA）で働いています。直

近ですとアジア大会がありまし

た。出場するアスリートたち

に、日常生活の中で気をつける

べきポイントなどについて話を

しています。 

それとは別に、今日お話しす

るA-GOALという活動をNGOと

して立ち上げて、その代表を務

めています。あとは母校である
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中央大学の国際情報学部というところで、「健康・スポーツ」という授業を担当し、昨日も中大の授

業でした。 

それと、実は私、まだDUOリーグに出ています。明日も淵江高校で試合があります。先ほどのドイ

ツモデルじゃないですけど、西巣鴨中学校のOBでつくったFC西巣鴨03というチームが特別枠で入れて

もらっていて、明日も試合があるということです。 

母校の小石川高校でも、先日は全校セミナーみたいなところで話をさせていただきました。 

本当にサッカー部時代は下手くそで落ちこぼれだったのが、先日はスポーツ庁長官感謝状をいただ

いたり、すごくスポーツに助けられる、スポーツ漬けの毎日を送らせていただいています。 

このような人生に変わったところとしてやはり大きいのがDUOリーグだったなと思っています。多

様なスポーツの関わり方を受け止めてくれる場がDUOリーグでした。 

高校時代、もともとはプレーヤーでしたけど活躍できなかったところを、途中から審判やマネージ

ャー的な役割をチームの中でやるようになりました。よく覚えているのがDUOリーグ会議です。顧問

より出ていたかもしれません(笑)。 

よく覚えているのは、本郷高校

の阿出川先生が、DUOリーグの優

秀審判賞を決めるところで「今日

の試合の中で一番頑張ってたのは

岸じゃないか」みたいなことを言

ってくださったことです。プレー

ヤーとして居場所がないと感じて

いたところで、他の学校の先生か

ら認めていただいたり、DUOリー

グの運営を通して「いつもありが

とう」と他の学校の先生たちから

言われたりする場がDUOリーグに

はあって、誰かの役に立つことか

できる喜びを感じられたと思って

います。 

それと、スポーツは人と人とを

つなぐツールだというのを感じら

れたのもDUOリーグでした。中塚

先生のお話にもありましたが、ア

ートの皆さんとのつながりだった

りテーピング講習会だったり、い

ろんな場面でいろんな人たちとつ

ながる機会があったと思います。 

今日は郁文館高校から新谷さんがいらっしゃってますが、私も高校生のころからこういう場に顔を

出させていただいて、普段の学校生活では繋がらない人たちと繋がれて、サッカーとはそういうツー

ルになるんだなということを感じられました。それが今の活動に生きてきているなと思っています。 

 

◆協力隊時代：ケニアで学んだこと 

大学を卒業し、JICAのボランティアでケニアという国に行きました。ケニアで学んだこととして、

二つのエピソードを紹介させていただきます。 
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ケニアではリマンドホームという

児童拘置所みたいなところで働いて

いました。警察に捕まったり保護さ

れた子供たちが来る施設です。その

時に一番お世話になったのが、右写

真のジローさん。ケニア人ですがジ

ローさんです。ケニア生活に慣れて

ないとき、ジローさんの家に何度も

行ってご飯を食べさせてもらった

り、とてもお世話になりました。 

ある日ジローさんに子供が生まれ

ました。オーシャン君って言いま

す。「見に来てね」ということで見に行きました。みんなでお祝いをして喜んだんですけれど、1ヶ

月、2ヶ月、3ヶ月経ってもオーシャン君は大きくならないんです。手足を動かすこともできません。

これは何かの病気だろうということで街の病院に連れて行ったんですけど、生まれた時の影響なの

か、原因はわからないけど何か病気があるんじゃないかと。原因を探るためには精密検査を受けなく

ちゃいけない、お金がかかるということがありました。お世話になっているJICAの保健の専門家に、

こういう状況なんだけれど、私はサポートしたいと伝えました。でもジローさんにはそのお金はな

い。どうしたらいいんだろうということを、保健の専門家に相談しました。その時に言われたのが、

「いま助かってもその後困ると思うと、助けないという選択肢も考えた方がいい」ということでし

た。でも私にとっては、非常にお世話になったジローさんの子供だし、目の前に困っている子がいて

助けないわけにいきません。お金を出して一緒に病院に何度も行きました。最終的に5ヶ月でオーシャ

ン君は亡くなってしまいました。奥さんのジャックリンが泣き崩れてたのを、いまでもすごく覚えて

います。 

この時の経験から一つ学んだこ

とは、「子供は生まれてくる場所

を選べない」ということです。そ

のことをすごく感じました。例え

ばオーシャン君を連れていった集

中治療室には酸素ボンベがあった

のに、その酸素ボンベには酸素が

入ってない状態でした。 

オーシャン君の事例じゃないで

すけど、ケニア全体を見てみる

と、まだまだ経済的には貧しく

て、食べるものが十分になかったり、写真にあるように十分なサッカー用具がない子たちもたくさん

います。ただ、ケニアの子たちも、その前に行っていたバヌアツという南太平洋でも、途上国の子た

ちを見ていて思うのは、向こうの子たちがかわいそうなのではなく、持ってるものが違うだけだとい

うことです。 

日本の子供たちもいろんな問題がありますし、それこそ自殺率は日本の方が高かったりします。い

ろんな問題もある中で、お互い支え合いながら生きていくことがすごく必要じゃないかなということ

を、このケニアの事例で感じました。 
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もう一つケニア

で学んだことは、

サッカーはライフ

ラインになるとい

うことです。先ほ

どはドイツの事例

でしたが、ケニア

の場合は政府によ

る行政サービスが

整ってないんで

す。地域にゴミが

捨ててあっても収

集車が来てくれる

わけじゃありませ

ん。学校に行けない子供もいます。 

地域で、ボランティアでやっているサッカークラブの指導者が、子供たちの居場所を作る活動をし

ています。試合前には子供たちと一緒にゴミを集めて清掃活動をしたり、地域のNGOと連携してワー

クショップをやったりしています。ですので、サッカークラブの存在が、地域の中でのハブになって

いると言えます。 

ただ、そのハブを悪用するような人もいます。協力隊の時に、クラブの人たちと一緒に地域の中で

サッカーで人を集め、そこで環境教育だったりエイズの検査をするような、1,000人規模のイベントを

しました。ケニアの場合、1日がかりのイベントだとお昼ご飯を出さないと人は来ないということで、

お昼代をジョージという指導者に渡し、彼がケータリングを手配することになりました。 

イベント当日。食券を配り、お昼の時間のケータリングを待っていたけど来ません。お金を渡した

ジョージに電話をしてもつながらない。全然つながらないんです。最終的にその翌週、ジョージの写

真が街中に貼られていました。何だと思ったら、ジョージは選挙に出ていたんです。サッカーで築い

たネットワークを使って、その地域の選挙に出馬してたんです。それぐらいサッカーが地域のハブに

なるし、地域の中で人とのつながるツールになっているところがあったということです。 

 

◆A-GOAL：リーグが育てるもの 

そんな経験をもとに、今はA-GOALという団体を立ち上げて活動しています。紹介動画があるのでご

覧いただければと思います。 

＜動画視聴＞ 

人と人をつなぐというスポーツの力を使って、お互いに困っている時にサポートし合えるような、

助け合いの関係みたいなものを今後も作っていきたいというのが大きいですね。 

一般社団法人A-GOAL代表の岸卓巨と申します。2011年、JICA派遣の青年海外協力隊員としてケニア

で活動していました。私たちは、スポーツを通して日本とアフリカをつなげ、持続可能な社会を作る

ということを理念に活動しています。 

具体的には、アフリカではケニアとマラウイという国を中心に活動していまして、ケニアではキベ

ラスラムというアフリカで一番大きなスラムの中で、子供たちが犯罪に巻き込まれたり、ドラッグに

走ったりすることがないように、サッカーのリーグを開いて、子供たちの健全な育成をサポートする

活動をしています。 

元々サッカーはケニアで人気なスポーツなんですけれども、なかなか地元の子供たちが定期的にサ
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ッカーができる環境はなく、空き地でちょっとボールを蹴ったりですとか、週末に1日だけの大会があ

ってというところだったんですが、我々A-GOALとして年間を通して子供たちが継続的にサッカーがで

きるような場を作り、サッカー

に来た子供たちに食事を提供す

る。食事とサッカーの2本柱で

活動しています。 

きっかけは2020年にCOVID-19 

が流行って、アフリカですごく

失業者が増えた時期です。協力

隊の時にお世話になっていたケ

ニアのサッカー指導者から、何

か日本からサポートしてもらえ

ないかと言ってきたのが最初の

きっかけでした。そのSOSに対

して、日本にいる私たちに何ができるのか。A-GOALを緊急プロジェクトとして立ち上げて、日本でお

金を集め、それを送り、現地のサッカー指導者たちが地域の人たちに配るという活動からスタートし

ました。 

その人たちからつながった他のクラブでも、こっちの地域でも困ってるからやりたいとか、ケニア

だけじゃなくてナイジェリアだったりウガンダだったり、そういった他の国でも食料支援をやったと

いうのがあります。 

全部で1万人ぐらいの人に食料を支援する活動をしました。 

コロナが落ち着いてどんな連携ができるかと言った時に、サッカーリーグがしたいという思いが出

て、じゃあそのサッカーリーグをA-GOALとしてサポートしながら一緒にやっていきましょうというこ

とで始まりました。 

A-GOALの理念として、現地の人たちがアイデアだったり、やりたいという思いを持っているものを

サポートしようという形でやっています。 

ケニアではキベラスラムで子供たちをサポートする活動をしていたケニア人のケンとコリンズとい

う2人の代表がサッカーリーグをやりたいという思いがあり、そこを我々日本からサポートするという

形で運営しています。 

日本サイドとしては、その活動を応援しながら、そこに必要な資金を集めたり、現地にいるボラン

ティアとコラボレーションしながら彼らの活動を応援するような形でやっています。 

週末ごとに試合をすることによって、現地の人たちは Keep Busyって言うんですけど、週末のサッ

カーで勝つために規律正しい生活を送ろうという意識も、子供たちやコーチたちに生まれてくるのが

すごく大きいなと思います。犯罪に巻き込まれたり非行に走ったりすることを防ぐ効果もあるなと思

います。 

去年はタンザニアに遠征しました。スラムで生まれ育つと、外の世界に行ける、外国に行けるよう

な機会はなく、子供たちもすごく喜びましたし、保護者も泣いて喜んだという感じでした。  

サッカーリーグをすることでいろんなケースが出てきています。例えばスカウトの人が見に来て、

優秀な子供たちにスポーツ特待生みたいな形で奨学金を出して学校に行けるようになった子もいま

す。またスラムって、火事だったり洪水だったり、いろんな災害が起きたりするんですけれども、被

害を受けた子供たちや被害を受けたクラブを、リーグとしてサポートすることもやっています。困っ

ている人たちをお互いにサポートし合える場がリーグを通してできているかなと思います。  

＜動画ここまで＞ 
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A-GOALが実施しているユースサッカーリーグは、DUOリーグをモデルとして私が提案して始めた

というより、ケニア人からやりたいと言ってはじまったことです。しかし、私の頭の中にはDUOリー

グがあったので、リーグ戦をやりたいと言われた時に、ぜひやりましょうと言って始めました。参加

者は600人から始まり、いまはU-9、U-11、U-13、U-15、Girlsをあわせて2,108人。提供しているご飯は

44,000食になります。 

年間通してこれをやっていくにはお金がかかるので、醤油のキッコーマンさんにメインスポンサー

としてサポートしていただ

き、ネーミングライツで

「KIKKOMAN presents 

Kibera A-GOAL league」の

名前で活動しています。 

一つひとつ説明していく

と長くなりますが、リーグ

戦を通して生み出している

ものをみていきます。 

先ほど映像にもありまし

たが、犯罪・非行の防止で

す。スラムの子どもたちに

は娯楽はほとんどありませ

ん。その中で、サッカーが毎週

末できることが楽しみになって

いますし、子供たちが夢を追い

かける機会にもなっています。

実際、写真のマロバちゃんはU-

17 の代表チームに選ばれて、海

外のクラブに行く話も出ていま

す。 

大人たちの意識変化というこ

とでは、DUOリーグのように、リーグ戦の理念を浸透させ

ることで変わっていくことがあります。ケニアでよくエイ

ジチーティング、年齢が高い子を低いカテゴリーのリーグ

に出そうとすることがあります。明らかにこの子年上だよ

ね、みたいな子が下の年齢のリーグに出てしまうようなこ

とです。 

スライドは、コーチたちのWhatsAppグループの投稿で

す。LINEグループみたいなものですが、「このリーグは勝

つことが目的ではなく、子供たちを育てるのが目的だ」と

いうことを、私がらでなく現地のケニア人指導者たち同士

で言い合っています。自分たち同士でリーグの目的を確認

してるのがいいなと思っています。 

仕事がないということはケニアの大きな問題ですが、い

ま20人ほどの人たちの雇用をリーグで生み出しています。ご飯を作ってくれたり試合運営をしてくれ
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たり、リーグ戦は手がかかる分、仕事の機会にもなっています。 

助け合いのコ

ミュニティだっ

たり、日本との

つながりという

ところでは、最

近このリーグに

共感してくださ

った在日アフリ

カ人とのつなが

りも出てきていて、日本でアフ

リカの人たちとスポーツ交流す

る機会もできてきています。 

最後は駆け足になりました

が、こんな活動もDUOリーグの

副産物としてつながっていると

いうことをご紹介させていただ

きました。引き続きよろしくお

願いします。 

是非Instagramもフォローいただければと思います。 

ありがとうございました。 

 

 

井上：それでは岸さんの発表についての質疑応答に入りたいと思います。 

 

太田：筑波大学大学院修士1年の太田と申します。質問が2点あります。 
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一点目は、アフリカに岸さんが出向いて活動されたり、現地の方がボランティアで活動されたりと

いうことのようですが、そのネットワークはどういう状態になっているのか、具体的にはどういう形

で運営されているのかをお聞きしたいです。 

二点目は、こういった形で日本から支援をし、現地の方々と一緒にサッカーを通じたよい関係を作

っていくところだと思いますが、最終的なゴールとして、日本からの支援がなくてもやっていけるこ

とを目的にしているのか、それとも一緒に協力してこれからもより良いものを作っていこうとしてい

るのか、最終的なビジョンを伺いたいです。  

 

岸 ：一つ目は、どういう態勢で運営しているかということですが、日本では一般社団法人A-GOALと

いう形で法人化し、私もそうなんですけど、基本的にはボランティアで運営しています。 

それとは別に、ケニアにはA-GOALケニアというNPOのようなものを作り、そこはケニア人たちが組織

運営しながら、A-GOALケニアがこのリーグ戦をやっている形です。日本では資金の獲得だったり、あ

と最近はアフリカでインターンしたいという人も増えてきているので、そういう方と繋いだりしてサ

ポートしている形です。 

もう一つは、日本側が手を引き下げるのかどうするのか、どういうところを目指しているのかとい

うことですね。非常にいいを質問ありがとうございます。 

国際協力の世界では、自立支援と言って、サポートをいつまでもし続けるのではなく、現地ででき

ることは現地でやっていこうということが言われています。ただ、私はそこには疑問があって、私が

目指したいのは、「ずっとつながっていたい」というところです。 

というのも、30年後、50年後、もっと先になってくると、アフリカの方が成長していくフィールド

ですし、マーケットもどんどん大きくなるし、人口も大きくなる。一方で日本は災害があったり高齢

化だったり、いろんな社会問題があります。やはり日本とアフリカの人たちが助け合える関係を築い

ていくのはすごく重要だと思っていて、そういう意味でずっとつながっていたいなと思っています。 

ただ、その形は別問題です。もともとスタート時は100%日本で寄付を集めて送ってやっていました

が、だんだんその割合は減ってきて、今は60%ぐらいを日本で寄付を集め、残り40%はケニアの地元の

人や企業、政治家とかが「この活動いいね」というところでケニア側で集めています。 

あと、実際に能登で3年前に地震があった時には、ケニアから「ニュースで能登の地震を見たんだけ

れど、何かケニア側でできることはあるか」という連絡がありました。額として大きくありません

が、寄付を集めて日本側に送っていただいたこともあります。 

今後もお互いに繋がりながらやっていきたいなと思っています。 

 

井上：郁文館にも以前来てもらっていましたよね。多分A-GOALの初期のころだと思います。 

 

岸 ：はい。グローバル高校ですね。 

 

井上：うちのグローバル高校がウガンダあたりとつながりがあり、岸さんに郁文館に来ていただいた

ことがありました。その後は特にありませんが、また何かあればぜひ。 

 

岸 ：はい。ありがとうございました。 

 

全体を通して 

井上：時間も限られてきているところですが、ここで第1部も含めた全体を通して、会場の皆さん、オ
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ンラインで参加してくださっている皆さんから、ぜひ感想やコメントをいただけたらと思います。 

 

小澤：本日はDUOリーグ30周年、おめでとうございます。三重県から参りました小澤と申します。中塚

先生からFacebookに「10月10日にあるぞ！」というご連絡をいただき、今日の会を知りました。 

DUOリーグ創設のころ、私は大学を卒業し、母校の城西高校にお世話になりました。教員として勤め

ることはできませんでしたが、「ちょっとサッカー部を見てほしい」と恩師から連絡をいただきまし

た。試合会場でお会いした中塚先生から、「お前どっかで見たことあるな」と言われ、顔だけは覚え

てもらっていたのがうれしかったです。 

今日は最初から最後まで、本当に胸がときめくというか、昔を思い出しながら、このシンポジウム

に参加できてよかったな、三重県から来てよかったなと、まず思います。 

当時の私は城西高校サッカー部コーチという役職でした。嘱託職員であり、教員ではなかったの

で、顧問としてではなくサッカー部付きでやっていました。1996年に大学を卒業してサッカー部をみ

たんですけど、DUOリーグができることを聞き、初年度から参加したいという思いを中塚先生にお伝え

しました。しかし先ほどの話の中にあった「学校」が、リーグを公式戦として認めておらず、なおか

つ私は教員じゃなかったので、そういう立場の者が何を言ってるんだというような雰囲気でした。そ

れでも中塚先生に繰り返し話をし、恩師とも相談しながら、1998年度後期からリーグに参加すること

ができました。 

2001年に三重県に行くことになりましたが、DUOリーグでいろんなお話を聞きながらやっていたこと

が、その後の育成環境に全てつながっていく感じでした。三重県で初めてプリンスリーグと関わるこ

とがあった時に、あれ、これってDUOリーグじゃないかという思いが生まれました。DUOリーグは育成

リーグの先駆者、先駆けだったと思います。 

今ではJFAから「グラスルーツ」という言葉が当たり前のように出てきますけど、当時から中塚先生

は草の根、歯磨き感覚、補欠ゼロといった言葉を粘り強くというか、当たり前のように言っておられ

ました。指導者の端くれとしてスタートしたばかりだった私にとって、本当にいい環境だったなとい

う思いがあります。 

DUOリーグが30周年を迎えると

いうことで、この先も日本のサ

ッカーだけでなく、瀬田さんの

お話や岸さんのお話にあったよ

うに、世界につながっているこ

とを感じます。私も三重県に帰

って、できることをもっと探さ

なあかんなと思います。このあ

と中塚先生と懇親会でお話させ

ていただき、三重に持ち帰りた

いなと思っております。 

まとまりのない話ですが、30周年、本当におめでとうございます。サロン2002も、このようなシン

ポジウムを開いていただき、ありがとうございました。今後ともどうぞよろしくお願いします。 

 

井上：会場だけでなくオンラインの方もご感想等いただけますでしょうか。 

神戸の加藤寛さん。中塚先生からご指名がありました。 

 

加藤：加藤です。こんにちは。クラブユース連盟は50周年の行事があるんですけど、今日伺った、い
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ろんな人がレベルに応じてサッカーを楽しめる環境を作りたいというのは、クラブユースを作った時

の一つの考え方でした。ですから、リーグ戦だけでなくトーナメントも、レベル別に楽しめるような

環境を、日本のクラブユースの人たちに作りたいと思っていました。いま、ほぼそれが実現されてい

ます。サッカー協会にも協力していただいてできるようになったのはよかったと思っています。 

しかし今日の話はすごいな。DUOリーグの理念、考え方が本当に素晴らしいなと感じました。 

本当に今日はありがとうございました。 

 

井上：ありがとうございました。オンラインでも会場でも、どなたかいらっしゃいましたら。 

まもなく時間になりますが。 

 

中塚：崇正さん、いかがですか？（目で合図） 

 

鈴木：はい、すみません、私が最後の質問者でいいんでしょうか？ 

鈴木崇正と申します。サロン2002の初期からのメンバーでして、中塚さんとは1961年生まれで同い

年です。「1961」はひっくり返しても1961になると、同い年の劇作家・脚本家の三谷幸喜さんの舞台

の台詞に出てきます。しょうもない自己紹介ですみません。 

いま加藤さんのお話にもありましたが、DUOリーグは「これをやりたい」という理念先行の試みだと

思います。 

私はサッカーの書籍やインターネットのコンテンツを仕事にする一方で、ITメーカーのプロモーシ

ョンとかマーケティングをやっておりますが、例えば企業の新しい事業開発とか製品開発では、こう

した理念先行、コンセプト先行（Thought Leadershipとも言われます）によって実現することは、意

外と少ないと思います。特に日本の場合、技術が先行して「こういう技術があるから○○をやろう、

作ろう」というパターンが多いと思います。アカデミックな皆さんを前にして言うのもはばかられま

すけど、シュンペーターのイノベーション理論では、イノベーションは既存の要素の組み合わせによ

って起きるみたいなことも言われます。 

しかし、DUOリーグの場合、もっとシンプルに「これええやん」「これやりたいよね」「こういうふ

うにならんかなぁ」という、中塚さんの思い、その強さが出発点となって30年も続くというのは、人

が新しいことを起こす活動の中では珍しい成功例じゃないかと感じています。1996、97年当時、お酒

を酌み交わしながら中塚さんがDUOリーグの構想をすごい熱量で語られたことを、昨日のことのように

思い出します。中塚さんに代わりまして、お付き合いいただいた皆さん、ありがとうございました

(笑)。すごいことです。 

最後に、中塚先生に聞きたいことがあります。30年前に熱き思いを聞いた立場として、いまのDUOリ

ーグは、当時思い描いてたことの何パーセント、あるいは何点とか、そういう表し方をするとしたら

ね、どれぐらいいってますか？ 今日のご報告ではネガティブな副産物の話もありました。やはり道

は平坦ではなかったのですね。それを最後に質問したいと思います。 

 

中塚：会場からのラストのコメントのつもりで振ったら帰ってきました（笑） 

まずその前に、小澤さんもそうだし崇正さんもそうですが、昔から中塚が熱っぽく語っていたシー

ンを皆さん覚えてくださっているみたいですけど、どのシーンだったかあまり思い出せなくて…。で

も多分、そういうことを至るところでやっていたような気がします。そういう意味では、確かに理念

先行型で、思いが強すぎて、いろんな人を巻き込んでガンガン言いまくってやっていたのだというこ

とが確認できました。 

 最初の10年はこんな感じで進んでいった気がするんです。ただ、10周年シンポジウムでも言った
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し、先ほども言ったけど、オフィシャル化がうまくいかなかった話。なんでこんなことで、この大き

なプロジェクトがストップせなあかんねん、ふざけんな、というぐらいの思いでいました。けどこれ

は、当時の私自身がまだ学校の部分について無知だったのだろうと思います。この国が100年かけて作

ってきた学校の、学校スポーツの世界は、強固な、動かしがたいものがあったわけです。 

それに倣うかのように、競技団体マターとして、競技団体の流れに乗せていったときも同じような

ことになっている気がします。それがオフィシャル化の功罪ということです。 

崇正さんは私に、いまのDUOリーグは百点満点で何点か言ってほしいんだろうと思うけど、点数化は

難しいですね。まだ評価の中間段階だ

し、何点って言えるような状況でもな

い。 

ただ引っかかりとしては、学校の中

だけじゃダメだということと、それに

加えて競技団体マターにしてしまうの

もイマイチやなということです。 

加藤さんは、クラブユース連盟がい

ろいろやってきたことをすごくポジテ

ィブに言ってくださって、その通りだ

と思います。サッカー協会も、都道府

県でも全国でも、他の競技団体に先駆

けてさまざまなことに取り組んでくれ

ています。それはいいけど、どんどん真面目になっていっている。それを「遊び心」という言葉で表

現しているんだけど、「ちゃんとしてないとあかん」みたいな、そういう環境になっていくことがほ

んまにええんかなということです。 

一緒に遊んでいたはずの大人が、こういうムードに巻き込まれています。すると高校生。彼らはそ

もそもよくわかってません。瀬田さんですら、高校の時にはよくわかっていなかったと言うわけだか

ら。高校生も巻き込まれっぱなしです。大人がちゃんとしたものを用意してあげればあげるほど、青

少年が自分自身でものを考えることがなくなってしまう。 

第1部の最後の方のスライドに出てきた、「最近いつも言ってること」みたいな。「考えろ」とか

「曖昧にするな」とか。愚痴ばかりになってしまうわけなんです。 

私自身、これをどう打破していったらいいのかについては、この年になってもよくわからない。こ

れまでの30年とまったく異なる環境にいまあることは確かだろうと思います。 

ドイツやケニアの様子もキャッチしながら、どうしていけばいいのかを皆さんと考えていけたらな

と思います。 

点数化しなくてごめんなさい（笑） 

 

井上：ありがとうございました。 

シンポジウムのお開きの時間になりました。最後に閉会の挨拶を、4代目となる、現DUOチェアマン

の昭和第一高校、永井先生からいただきます。 

 

永井：ご紹介に預かりました、歯磨き感覚でサッカーを学んだ身で元DUOリーガー、昭和第一高校サッ

カー部顧問の永井です。 

高校3年生の時にDUOリーグが発足しました。京華高校にいました。その時の昭和第一高校は3チーム

出て、三菱養和も出ています。養和には日本代表になった永井雄一郎もいました。養和に勝った記憶
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がないのでなぜ優勝できたのかわからないですけど、初年度前期、最初のリーグチャンピオンです。

いま教員をやって20年以上経過します。昭和第一高校に勤務しています。 

 当時の昭和第一高校は本当に強くて、東京でもベスト16や8に入るようなチームでした。縦割りで3

チーム作って参加していました。当時の昭和第一高校がトップチームで出ていたら、京華高校の優勝

はなかったかなと思っています。 

話をお聞きして、30年はあっという間だったなということを

実感しております。中塚先生、中澤さん、瀬田さん、岸さん、

本当にありがとうございました。 

DUOリーグの理念を忘れずに、補欠ゼロ、歯磨き感覚といった

言葉を忘れずに。いまリーグ戦も開催中で、昇降格の真っただ

中です。歯磨き感覚を忘れずにやっていきたいなと思っていま

す。 

このまま40年、50年と続けていけたらなと思っております。

また皆さんにもお会いできたらなと思っております。 

これをもちまして閉会の挨拶とさせていただきます。本日は

ありがとうございました。 

 

井上：オンラインの皆様も本当にありがとうございました。 

これを持ちまして、NPOサロン2002公開シンポジウム2026-②

「DUOリーグの30年を語ろう！－ユースサッカーリーグの成果と課題と副産物」を終了させていただき

ます。どうもありがとうございました。 
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2026.10.10.（中塚義実）

年度
サッカー界周辺のトピック

(赤字は中塚の関わり)
DUOリーグのスローガン(太字) ★加盟クラブ／※トピック等

チェア
マン

1987 ソウル五輪出場を逃す

1988

1989

1990 W杯衛星放送開始（イタリア）
ﾌﾟﾛｻｯｶｰﾘｰｸﾞ設立準備室第1回MTG（10月）

1991 W杯招致委員会発足（6月）
社団法人日本ﾌﾟﾛｻｯｶｰﾘｰｸﾞ設立（11月）

1992 ﾔﾏｻﾞｷﾅﾋﾞｽｺｶｯﾌﾟ決勝に56,000人の大観衆！
「はやくはじまれJリーグ」

1993 Jリーグ開幕（5月）
「ドーハの悲劇」W杯出場を逃す（10月）

1994 W杯はテレビ観戦（アメリカ）
FIFAが「フットサル」を定める

1995 都高体連ｻｯｶｰ科学研究会発足（～2005）
各都道府県FAにフットサル委員会設置

1996 DUOリーグ開幕（1996～2014ﾁｪｱﾏﾝ）
2002年日韓W杯決定(5月)／アトランタ五輪(7月）

（DUOリーグ発足） ★前期：6クラブ（昭和一、筑波大附、都小石川、京
華、都向丘、三菱養和）
★後期：＋3（学習院、豊南、文京区中学生選抜）
※後期から参加費15,000円をチームごとに徴収

1997 サロン2002発足（2014にNPO法人化）
JFAnews連載「ﾕｰｽ年代のｻｯｶｰはいま！」

より良いサッカー環境を構築し、全国へ情報発信する ★前期＋1（本郷）計10クラブ

1998 W杯初出場（フランス) ①普遍性の追求＝どこでもできるようにシステム化
②DUOリーグの発展＝より良いサッカー環境の構築

★後期＋2（城西、豊島学院）計12クラブ

1999 JFA指導者養成講習会・ｽﾎﾟｰﾂ社会学講師
(～2012)

①レベルに応じた環境づくり－入れ替え制度
②リーグ単位の自主運営制度

★後期：＋2（郁文館、豊島区中学生選抜）
計14クラブ
※チーム参加費は18,000円に（2000年度から？）

2000 TFA主催ﾚﾃﾞｨｰｽﾌｯﾄｻﾙ大会開催（2001年1月） 2001年度より「東京都ユースサッカーリーグ」を創設す
べく行動を開始する
①リーグ戦プログラムをつくる、②前期に「フレッシュマ
ンリーグ」をつくり1年生の受け皿とする、③審判講習
会を開催する、④DUOリーグ選抜の活動を行う、⑤業
務の統合と分担を進める

★後期：+1（駒込学園）　計15クラブ
※プログラム作成に伴い、チーム参加費に加え個人
登録費を徴収(500円/年)

2001 TFA主催U-18ﾌｯﾄｻﾙ大会開催（8月） ①東京都ユースサッカーリーグを早期に実現すべく行
動を継続する
②DUOリーグ“IT革命”元年とする
③“FCDUO”構想の可能性について検討する

★前期：+2（巣鴨、東京大学）、後期：+1（立教池
袋）　計18クラブ
※各クラブから加盟費(5,000円/年)を徴収。個人・
チーム・クラブの3本立てに

2002 W杯(日韓共催)ベスト16。ｽｶﾊﾟｰが全試合放送 １．組織としてのDUOリーグを確立する
　①適材適所の組織改革、②“IT革命”の推進、③
“FCDUO”の立ち上げ、④リスクマネジメントの研究と
実践
２．東京都ユースリーグ創設に全力を尽くす

★前期：+2（獨協、都豊島）、後期：＋1（淑徳巣鴨）
計21クラブ
※笹川スポーツ財団の「SSFスポーツエイド」助成事
業（3年間。50万円/年）
※チェアマンのもとで事業部と管理部に分かれて業
務を分担する仕組みに
※DUOリーグボランティアの誕生
※後期から「DUOリーグ保険」に全員加入。会場に
「トレーナー帯同」。「DUOリーグ選抜」の定期的活
動開始。「審判評価システム」の導入。
※後期から、チーム参加費は20,000円に

2003 U-18東京都プレリーグ（サッカー）開催（4月）
日本フットボール学会発足（9月）

東京都U-18公認リーグ（サッカー）中止！
（2004年3月）

“当事者意識”を高め、「DUOリーガー」を、「DUOクラ
ブ」を、「DUOリーグ」を、そして「東京都ユースリーグ」
を育てよう！
◆後期は東京都第2地区リーグとしてオフィシャル化（ただ
しプレ大会）。従来の文京区・豊島区に加え、足立区・中央
区を加えて再編。
◆2月に都ユースリーグ総会⇒　3月に中止決定

★後期：+7（都竹早、日大豊山、都文京、都足立
工、都江北、足立学園）　計28クラブ
※文中選のOB（高校1年生）が「A.C.ｱﾝﾏﾘｱﾄｰﾚ」とし
て前後期とも参加（1年間で休止）
※DUOリーグトレーナー制度本格導入。専門学校か
らトレーナー実習生派遣
※個人登録費を500円/年から800円/年に

2004 東京都高体連研究部発足／国立大学法人化
JFAﾚﾌｪﾘｰｶﾚｯｼﾞ・ｽﾎﾟｰﾂ社会学講師(～
2015)

“公認リーグ”のあり方を考えよう！ ★前期：+2（都足立新田、カリオカFC足立）、
　　　　-1（東京大学）　計29クラブ
※DUOリーグ通信のEメール送信開始。ML誕生
※DUOリーグ初の規律問題発生

2005 Ｔリーグ(都U-18リーグ)発足 DUOリーグ10周年を成功させよう！
①10周年記念行事を成功させよう！、②上位リーグを組織
しよう！、③規約を整え組織を充実させよう！

★前期：-1(豊島区中学生選抜)、後期：-2（カリ
オカFC足立、足立新田）　計26クラブ
※次年度よりEリーグ開催（ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞﾘｰｸﾞと連携）
※10周年シンポジウム開催（2005年2月17日）

2006 W杯出場（ドイツ）
「Eリーグ」(DUOの上位ﾘｰｸﾞ)発足

11年目のリスタート！　原点に帰ろう！
①リーグ単位の自主運営制度導入、②Eリーグの発足
(DUOの上位リーグとして)、③地区リーグ間の連携強化(地
区リーグ交流戦の開始)

2007 Fリーグ（フットサル全国リーグ）開幕（9月）
都U-18ﾌｯﾄｻﾙﾌﾟﾚﾘｰｸﾞ開催

レベルとニーズにあった受け皿をつくろう！
①レベルにあった受け皿：DUO、E、地区ﾄｯﾌﾟ、T、ﾌﾟﾘﾝｽ…
②ニーズにあった受け皿：プレーヤー、レフェリー、コーチ、
トレーナー、マネージャー…

★前期：＋１（FC西巣鴨03）　計27クラブ

2008 第1回都U-18ﾌｯﾄｻﾙﾘｰｸﾞ（4月）
都内で自主企画の女子高生ﾌｯﾄｻﾙ大会（12月）
（茗友ｻｯｶｰｸﾗﾌﾞ理事長（2008～17））

トロフィーを、みんなでつくろう！
◆「トロフィーがない」プロジェクト
◆「地区トップリーグU-18東京」開始

★後期：－1（都足立工）　計26クラブ
※DUOリーグのロゴ完成。カレンダーを作成し全
DUOリーガーに配布。靴磨き＆解体講習会を実施。
アウォーズでトロフィーお披露目

DUOリーグのあゆみ－30周年シンポジウム用
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2009 全国高体連研究部活性化委員会（08～19委
員長）　注）2008は活性化プロジェクト

自分のことは自分でしよう！
◆「スキンプロジェクト」実施
◆ホームページをリニューアル

★後期：＋１（都荒川商）　計27クラブ

2010 W杯ベスト16（南アフリカ）
「Eリーグ」ﾗｽﾄｼｰｽﾞﾝ。地区ﾄｯﾌﾟﾘｰｸﾞにDUO直結
筑波大学に五輪教育の組織(CORE)設置

歴史から学ぼう！
◆「スキンプロジェクト」引き続き実施
◆DUOリーグ選抜交流戦の見直し

・最後のEリーグ(翌年度からはDUO1部と地区
トップリーグが直結）

2011 なでしこジャパン世界一！（8月）
東西プレミアリーグ開始（4月）
DUOから頂点までU-18リーグがつながる

がんばろう、ニッポン！－サッカーを愛する人にできる
こと
◆リーグ構造の再編－底辺から全国まで
◆東日本大震災の影響で前期日程変更相次ぐ
◆スキンプロジェクト改め「リサイクルプロジェクト」へ
◆技術部による新たな試み－ストライカー&GK講習会およ
びﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞﾘｰｸﾞ選抜との交流試合
◆DUOリーグの運営そのものに対する問題噴出－将来構
想プロジェクトの設置へ

★前期：＋1（中大高）計28クラブ

※JFAによる第2種年代の「リーグ戦文化の推進」は
ほぼ完成。頂点のプレミアリーグから各都道府県
リーグまでつながる。DUO1部は、前期は並列2リー
グ制、後期は上位・下位に分かれ優勝チームが昇
格権を持つ形となる

2012 U-18ﾌｯﾄｻﾙの全国プレ大会（3月）
『高校サッカー90年史』発行（7月）

温度差をなくそう！
◆将来構想委員会(全6回)にてDUOリーグのあり方につい
て幅広く議論
◆技術部は指導者講習会(指導実践)を実施
◆リサイクルプロジェクトは「靴磨き講習会」を実施
◆医科学活動推進部はテーピング講習会、栄養講習会を
実施

※DUO会議で以下の方向性が決まる
①2013年度以降、「上へつながる」リーグは“前期”
のみ行う(FA加盟であればDUO未加盟であっても参
加資格を持つ)、②“後期”には「上へつながらな
い」、DUOリーグ独自の競技会を新たに実施する、
③組織としての「DUOリーグ規約」を明文化しメン
バーシップを確立する、④2013～14年度のチェアマ
ンは引き続き中塚義実とする(ただしこれがラスト)

※「個人登録費としてでなく、プログラム代を冊数に
応じて徴収する」「DUOの業務遂行に対する謝金を
しっかり払う」「DUOリーグ保険は2012年度を最後に
撤廃する」などが決まった

2013 都女子ﾕｰｽﾌｯﾄｻﾙ・ﾌﾟﾚ大会（3月） 歴史を踏まえて歴史を築こう！
◆DUOリーグの大改革
　昇降格のあるリーグ戦は前期のみ
　後期は「フリーサイズフットボール」
◆各担当による講習会が定着
　技術講習会、靴磨き講習会、栄養講習会など

★前期：＋2（都足立西、都千早）、
－1（都豊島）※前期リーグは参加　計29クラブ

※後期「フリーサイズフットボール」のワンデー大会
を5回開催。最終日は各大会優勝＋αでﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯ
ﾌﾟを8対8の半面マッチで実施(筑波大附)

2014 W杯（ブラジル）出場
第1回JFA全日本U-18ﾌｯﾄｻﾙ大会

DUOリーグの代替わり－歴史をつなごう！
◆2014年度をもってチェアマン交替
◆事務居郁機能の委託

※新チェアマンのもとで人事や制度の見直し
※2014年度中にNPO法人化したサロン2002へ事務
局を委託。リサイクルプロジェクトも同法人主催で実
施。DUOは共催または協力の形で展開
※後期「ﾌﾘｰｻｲｽﾞﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ」のワンデー大会を6回開
催。最終日は各大会優勝＋αでﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟを8対
8の半面マッチで実施(筑波大附)

2015 DUOリーグの次なる一歩へ歩を進めよう！
◆2015年度よりチェアマン交替
◆事務局機能の業務委託契約の締結
◆2016年度に3部リーグとして開催するための準備年度

★前期：＋4（都豊島、貞静学園、都淵江、都足立新
田）　計33クラブ
※後期「フリーサイズフットボール」のワンデー大会
を4回開催。最終日は各大会優勝＋αでﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯ
ﾌﾟを8対8の半面マッチで実施(筑波大附)

2016 U-18ﾌｯﾄｻﾙﾘｰｸﾞﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｽﾞｶｯﾌﾟ開催
(2017年1月)
筑波大学蹴球部創部120周年

リーグ戦のあり方を再考しよう！
◆3部リーグ制のスタート
◆試合時間を延長
◆後期「フレキシブルリーグ」の実施

※1部10チーム、2部20チーム、3分16チーム
※1部リーグは45分ハーフ、2部・3部は40分ハーフ
に延長
※後期は「ﾌﾘｰｻｲｽﾞﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ」(開催は1回のみ)と「ﾌ
ﾚｷｼﾌﾞﾙﾘｰｸﾞ」(3ﾌﾞﾛｯｸ計20ﾁｰﾑ)を実施。最終日は各
ﾌﾞﾛｯｸ優勝とﾌﾘｰｻｲｽﾞﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ代表によるﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ
ｼｯﾌﾟ(本郷)

2017 日本部活動学会発足（12月）
都女子ﾕｰｽに「渋谷109」が冠に（2018年1月）

あたりまえの共有をしよう！ ※3部リーグ制の2年目。1部10チーム、2部20チー
ム、3部16チーム
※後期「ﾌﾘｰｻｲｽﾞﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ」は3回、｢ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾘｰｸﾞ」
は2ﾌﾞﾛｯｸ計13ﾁｰﾑ。最終日は各ﾌﾞﾛｯｸ優勝とﾌﾘｰｻｲ
ｽﾞﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ代表によるﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟ(本郷)

2018 W杯（ロシア）ベスト16
『高校サッカー百年』刊行

大人が楽しくなければ子供も楽しくない！

※DUOリーグ指導者研修会・八丈島サッカー協会交流会
（8/26～28八丈島）

※3部リーグ制。1部10チーム、2部18チーム、3部16
チーム
※後期「ﾌﾘｰｻｲｽﾞﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ」は3回、｢ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾘｰｸﾞ」
は2ﾌﾞﾛｯｸ計15ﾁｰﾑ。最終日は各ﾌﾞﾛｯｸ優勝とﾌﾘｰｻｲ
ｽﾞﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ代表によるﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟ(京華浦和)

2019 都内で自主企画の⾼校⽣⼥⼦ﾌｯﾄｻﾙﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ

ｼﾞｯﾌﾟ(5月)

自主運営の再確認。ひとりひとり責任を持って。 3部リーグ制。1部10チーム、2部17チーム、3部14
チーム。

2020 新型コロナのパンデミック
高校総体中止。TOKYO2020延期

（コロナ禍で開催なし）

2021 東京でオリパラが無観客で開催
WEリーグ開幕（9月）

（コロナ禍での再開初年度） ★前期：＋1(東洋大京北）、休会(文京区中学生選
抜)、－1(都荒川商)
・3部リーグ制。1部9チーム、2部16チーム、3部14
チーム。

2022 W杯（カタール）ベスト16。ABEMAで配信

2023 コロナの5類移行。Afterコロナの時代へ。
東京都U-18女子ﾌｯﾄｻﾙﾘｰｸﾞ開幕
部活動の地域移行（展開）元年

2024

2025

2026 W杯（北中米）ベスト32
永井直樹
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